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「
散
る
桜 

残
る

桜
も 

散
る
桜
」。

良
寛
さ
ん
の
辞
世

の
句
で
あ
る
。
親

し
い
友
や
世
話
に

卒
業
生
の
諸
氏
は
、
日
本
を
背

負
っ
て
立
っ
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

特
に
２
０
２
７
年
に
は
、
東

京
｜
名
古
屋
間
に
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
が
通
り
、
飯
田
地
区
に

は
駅
も
出
来
る
事
が
決
ま
り
、

関
東
と
関
西
を
結
ぶ
交
通
の
要

と
な
る
地
区
と
し
て
の
希
望
が

持
て
る
様
に
な
り
ま
し
た

　

同
窓
会
は
、
１
１
０
周
年
記

念
事
業
と
し
て「
ふ
る
さ
と
を

元
気
に
し
隊
」を
立
ち
上
げ
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
是
非
、

皆
様
と
協
力
し
て
、
こ
の
地
区

を
盛
り
上
げ
て
、
名
実
共
に
日

本
の
中
心
と
な
っ
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

　

な
お
、
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
度
の
震
災
に
よ
り
被

害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
に

同
窓
会
を
代
表
し
て
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
主
人
公
の
様
に
、
夢
と
希
望

を
持
ち
、
日
本
の
国
を
世
界
の

一
等
国
に
し
よ
う
と
、
全
員
が

頑
張
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
代
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
中
国
に

越
さ
れ
、
約
20
年
間
も
日
本
の

国
力
が
低
迷
し
、
残
念
な
が
ら

「
坂
の
下
の
沼
」
に
は
ま
り
込

ん
で
い
る
状
態
で
す
。

　

今
、
日
本
が
世
界
に
誇
れ
る

の
は
長
寿
大
国
と
の
事
。
こ
れ

は
世
界
一
安
心
安
全
で
、
水
や

空
気
が
綺
麗
な
恵
ま
れ
た
環
境

で
長
生
き
出
来
る
国
に
な
っ
た

と
い
う
事
で
す
。
し
か
し
、
一

方
で
は
老
人
大
国
と
な
り
、
若

い
人
の
職
が
少
な
く
、
活
力
の

無
い
国
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
は
、誠
に
残
念
な
事
で
す
。

　

我
が
飯
田
高
等
学
校
は
、

長
野
県
を
代
表
す
る
高
校
で
あ

り
、
そ
の
生
徒
た
ち
並
び
に

立
１
１
０
周
年
を
迎
え
て
、
皆

様
か
ら
絶
大
な
ご
援
助
を
物
心

共
に
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
グ

ビ
ー
部
応
援
の
際
に
も
過
大
な

る
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
事
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
当
校
が

１
９
０
０
年（
明
治
33
年
）に
独

立
し
た
頃
の
青
年
達
は
、
司
馬

遼
太
郎
の
小
説『
坂
の
上
の
雲
』
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飯
田
を
日
本
の
中
心
に

萩
本
　
博
幸

　

今
年
度
の
定
期
総
会
が
き
た

る
6
月
19
日
、
飯
田
市
の
マ
リ

エ
ー
ル
飯
田
で
開
催
さ
れ
、
当

番
幹
事
は
私
た
ち
高
15
回
生
が

担
当
し
ま
す
。

　

総
会
運
営
の
当
番
幹
事
制

は
、
平
成
20
年
度
高
12
回
生
か

ら
導
入
さ
れ
、
今
年
で
4
回
目

と
な
り
ま
す
。
過
去
3
回
の
先

輩
当
番
学
年
の
積
極
的
な
活
動

に
よ
り
出
席
者
も
大
幅
に
増
加

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
を
担
当
す
る
高
15
回

生
と
し
て
も
こ
の
流
れ
を
さ
ら

に
盛
り
上
げ
る
た
め
、
一
昨
年

か
ら
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
先
輩
諸
兄
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
鋭
意
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

記
念
講
演
は
、
宮
島
八
束
さ

ん（
昨
年
10
月
ま
で
飯
田
商
工

会
議
所
会
頭
）に「
会
頭
時
代

を
振
り
返
っ
て
」と
題
し
て
貴

重
な
経
験
談
を
語
っ
て
も
ら
い

ま
す
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

世
界
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
新

進
気
鋭
の「
塩
原
太
鼓
」
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
メ
ン

バ
ー
の
、
優
美
な
女
性
の
打
つ

力
強
い
太
鼓
に
は
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

定
期
総
会
に
一
人
で
も
多
く

の
会
員
の
ご
出
席
を
希
望
し
て

お
り
ま
す
。
記
念
講
演
講
師
の

紹
介
は
2
面
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
平
成
23
年
度
定
期
総
会
実

行
委
員
会
・
高
15
回
生
一
同
）

　
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
飯

田
駅
が
出
来
る
頃
ま
で
に
、
飯

田
の
経
済
を
日
本
の
中
心
に
し

よ
う
！
」

　

昨
年
、
飯
田
高
等
学
校
は
独

な
っ
た
先
輩
、恩
師
、書
籍
か
ら

学
ん
だ
心
の
師
。
身
を
清
め
葬

儀
に
参
列
し
、
時
に
は
弔
辞
を

読
ん
だ
り
し
て
、
自
ら
の
終
わ

り
か
ら
逆
算
し
て
、「
も
う
ち
っ

と
、
ち
ゃ
ん
と
生
き
な
き
ゃ
」

と
か「
旅
立
ち
の
準
備
を
」
な

ど
と
思
っ
た
り
す
る
▼「
人
は

そ
の
時
が
来
て
死
ぬ
の
で
は
な

い
。
今
の
刻
一
刻
に
死
が
あ
る

の
だ
」「
懸
命
に
生
き
る
と
は
、

懸
命
に
死
に
つ
つ
あ
る
と
い
う

こ
と
さ
」。生
と
死
の
弁
証
法
を

論
じ
た
青
春
の
屋
上
の
陽
だ
ま

り
が
、
遥
か
遠
く
に
懐
か
し
さ

の
な
か
に
霞
ん
で
い
る
▼
昨
年

か
ら
の
訃
報
欄
に
１
９
０
人
余

の
名
を
記
し
た
。
故
人
を
偲
び

独
り
段
丘
に
佇
み
、
ゆ
っ
た
り

と
噛
み
締
め
て
歌
う
と
き
、
わ

が
校
歌
は
、
荘
重
な
葬
送
曲
と

な
り
鎮
魂
歌
と
な
る
。
功
成
り

名
を
遂
げ
た
方
、
そ
の
業
界
や

分
野
で
偉
大
な
足
跡
を
残
さ
れ

た
方
、
ひ
た
む
き
に
生
き
抜
い

た
方
々
。
皆
き
っ
と「
赤
石
山

は
巍
々
と
し
て
」「
龍
蛇
の
意
気

を
」「
あ
あ
白
雲
の
谷
深
く
」「
世

の
風
潮
と
戦
い
て
」な
ど
と
、蛮

声
を
張
り
上
げ
た
り
、
時
に
し

み
じ
み
と
口
ず
さ
ん
だ
り
し
た

こ
と
で
あ
ろ
う
▼「
精
華
を
挙

げ
ん
」の
み
な
ら
ず「
美
を
な
さ

ん
」の「
美
と
は
」と
心
乱
れ
騒

ぐ
わ
が
晩
年
で
あ
る
が
、
編
集

に
関
わ
る
な
か
で
、
精
華
を
挙

げ
美
を
な
し
て
活
躍
す
る
多
数

の
同
窓
人
の
情
報
に
出
会
う
。

会
報
に
は
載
せ
き
れ
な
い
。
豊

富
な
巍
々
と
し
た
人
材
山
脈
と

地
域
貢
献
事
業
が
連
動
す
る
な

か
で
、
更
な
る
同
窓
力
の
発
揮

に
つ
な
げ
た
い
。（
正
韶
）

（
中
46
）

会
　
長

　洗心とは「目に見えない心の汚れ
を洗い流した悟りの境地を意味する
言葉」である。
　人の心は色々な欲に囚われて汚れ
てしまいがちである。
　無二無三、広い清らかな心で生き
たいものである。

洗　心（せんしん）〔書〕

吉川　鎭守（孤山  高 8）　明治の始めころ同種は北米から渡って
きた、インディアンの丸木舟の材料、葉
の形が“はんてん”に似ている事から半
纏木とも言われ、また英名は写真中央の
花の形から tulip tree。
　右は校庭南側の初夏の姿、左は中庭に
あるもので冬の姿、枝先には種子も見え
る。女性参加を進める会の呼称変更に因
んで掲載しました。
　　（2面下段に関連記事）

〔写真構成〕　小林　　泉（高 7）
白寿を迎えるユリノキ

定期総会のご案内定期総会のご案内
　平成23年度定期総会を下記にて開催いたします。つきましてはお誘いあわせ多数ご参加
くださいますようご案内申し上げます。

記
1.
2.

3.
4.

5.

6.

7.

平成２3年6月19日㈰  受付 ： 午後1時　開会 ： 午後1時30分
マリエール飯田　４階バースの間
飯田市羽場坂町2346－１　0265－24－4122
平成２２年度事業決算報告・平成２３年度事業予算案　役員改選　他
講　　師  宮島　八束さん　（高１５回、前飯田商工会議所会頭）
演　　題  「会頭時代を振り返って」
開宴：午後４時２０分　会費５０００円
アトラクション　塩原太鼓
事前（６月14日まで）に事務局へご連絡ください
℡ 0265－23－2650
・迎え；飯田駅ロータリー１２：４５発、切石駅経由マリエール１３：００着
・送り；マリエール１６：２０発と１８：４０発の２便、切石経由飯田駅

日 時
会 場

議 題
記念講演

懇 親 会

申込方法

送迎バス

定期総会開催へ
多くの会員の出席を

当番幹事は高15回生
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会
員
の
持
つ
知
識
、技
能
、経
験

等
を
広
く
社
会
、
地
域
、
母
校

へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
提
供
し
、

も
っ
て
ふ
る
さ
と
の
発
展
に
寄

与
す
る
、
と
し
ま
し
た
。

　

活
動
の
第
一
歩
と
し
て
、
人

材
バ
ン
ク
を
設
立
し
、
こ
れ
ま

で
に
〝
ふ
る
さ
と
を
元
気
に
し

隊
〟
の
メ
ン
バ
ー
約
70
人
が
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
は
、
具
体
的
な
活
動
場
所

を
検
討
し
、
小
中
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
地
区
団
体
、
公
民
館
等
へ

出
向
い
て
主
旨
を
説
明
し
、
活

用
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
推
進
す
る
に

は
、
支
部
の
ご
協
力
無
く
し
て

で
き
な
い
た
め
、
各
支
部
か
ら

推
進
委
員
を
選
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
っ
て
も
資
金
な
し
で
は
活

動
出
来
な
い
た
め
、
基
金
を

設
立
し
、
３
２
５
人
か
ら
約

５
０
０
万
円
の
募
金
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

約
2
年
間
の
揺
籃
期
を
経
ま

し
た
の
で
、
23
年
度
か
ら
は
、

新
た
に
設
置
さ
れ
る
社
会
貢

献
委
員
会
で
活
動
を
引
継
ぎ
、

１
１
０
周
年
委
員
会
は
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

22
年
度
中
の
講
師
派
遣
の
要

請
を
受
け
た
活
動
実
績
は
、
約

30
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
『
１
１
０
周
年
記
念
事
業「
ふ

る
さ
と
を
元
気
に
し
隊
」
活
動

報
告
書
』
が
完
成
し
、
4
月
中

旬
か
ら
配
布
い
た
し
ま
す
。

　

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
の
定
期
総
会
で
、

同
窓
会
の
目
的
の
ひ
と
つ
に
社

会
貢
献
が
加
わ
り
、
同
窓
会
の

公
共
性
、
社
会
性
の
方
向
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
具
体
化

し
て
い
く
検
討
を
１
１
０
周
年

委
員
会
が
担
当
し
、
１
１
０
周

年
の
記
念
事
業
に
す
る
と
位
置

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

高
校
同
窓
会
で
社
会
貢
献
を
具

体
的
に
掲
げ
て
い
る
例
は
少
な

く
、
無
か
ら
有
、
で
し
た
。

　

ま
ず
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
同
窓

　

平
成
22
年

11
月
27
日
、

母
校
に
お
い

て
第
6
回
の

女
性
参
加
を

進
め
る
会
講

演
会
を
85
人

の
参
加
の
も

と
開
催
し
ま

し
た
。

　

本
年
度
は

高
14
回
石
田

瑞
穂
さ
ん
に

「
私
の
進
ん
だ
道
｜
地
震
研
究

と
の
出
合
い
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
球
物
理
の
地
震
学
の
研
究

に
30
年
、
長
年
の
専
門
分
野
か

ら
の
90
分
の
講
演
は
パ
ソ
コ
ン

の
資
料
を
映
し
な
が
ら
、
我
々

　

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運

営
を
一
緒
に
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
同
級

生
・
各
班
Ｏ
Ｂ
・
ふ
る
さ
と
か

ら
ふ
る
さ
と
へ
、
同
窓
会
の
皆

様
へ
配
信
。
パ
ソ
コ
ン
が
で
き

な
く
て
も
情
報
提
供
し
て
い
た

だ
け
る
方
、
入
力
し
て
頂
け
る

方
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
事
務
局
へ

　

E-M
ail:ikdj@iikou-d.jp　

委
員
長  

斎
藤　

純
（
高
16
）

　

こ
の
浄
財
は
、
管
理
運
営
委

員
会
を
設
置
し
、
大
切
に
管

理
、
運
営
し
て
参
り
ま
す
。

の
身
近
な
地
震
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
話
さ
れ
、
有
意
義
な

時
間
で
し
た
。
同
時
に
会
場
に

同
窓
生
の
書
道
・
絵
・
手
芸
作
品

等
展
示
し
、
そ
の
後
、
懇
親
会

を
行
い
、
和
や
か
な
ひ
と
時
を

送
り
ま
し
た
。
な
お
女
性
参
加

を
進
め
る
会
は
、
平
成
17
年
に

女
性
参
加
者
が
少
な
い
と
い
う

こ
と
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、

平
成
20
年
度
よ
り
同
窓
会
の
総

会
が
学
年
当
番
制
と
な
り
、
女

性
参
加
が
増
し
、
各
委
員
会
に

も
女
性
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
、

初
期
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

本
年
、
理
事
会
の
了
承
を
得

ま
し
て
、
女
性
参
加
を
進
め
る

会
は
、
名
称
を
改
め
、「
ユ
リ
ノ

キ
会
」
と
し
、
社
会
貢
献
の
一

環
と
し
て
講
演
会
そ
の
他
を
企

画
・
運
営
を
し
て
ゆ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
〝
ユ
リ
ノ
キ
〟
は
別
名
、
半は

ん

纏て
ん

木
と
も
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
木

と
も
い
わ
れ
、
大
正
14
年
に
本

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
、
ア
メ
リ
カ
サ
サ
ゲ
と
共
に

植
え
ら
れ
、
現
在
も
校
庭
に
そ

び
え
、
木
の
葉
が
半
纏
の
形
を

し
、
花
を
つ
け
紅
葉
も
き
れ
い

な
樹
木
で
す
。

　
　
　

実
行
委
員
長

戸
谷
広
恵
（
高
15
）

「110 周年委員会」から
  「社会貢献委員会」へ

矢澤　英峰（高 14）
　110周年委員会 副委員長

平成22年度一般会計収支決算書（案）平成23年度一般会計収支予算書（案）

科 目 本 年 度 予 算 前 年 度 予 算 増・減
総 務 費 小 計 5,220,000 5,020,000 200,000
人 件 費 2,500,000 2,500,000 0
事務消耗品費 760,000 760,000 0
水 道 光 熱 費 170,000 170,000 0
慶 弔 費 50,000 50,000 0
総 会 費 350,000 150,000 200,000
役 員 会 費 70,000 70,000 0
委 員 会 費 50,000 50,000 0
通 信 費 200,000 200,000 0
印 刷 費 800,000 800,000 0
旅 費 交 通 費 100,000 100,000 0
振 替 手 数 料 20,000 20,000 0
雑 費 150,000 150,000 0
事 業 費 小 計 5,000,000 5,050,000 △ 50,000
支 部 祝 儀 費 400,000 400,000 0
会 報 発 行 費 3,300,000 3,300,000 0
CD 製 作 費 350,000 0 350,000
諸 会 合 会 費 250,000 250,000 0
110 周 年 費 0 700,000 △ 700,000
OA 化 諸 費 550,000 250,000 300,000
生 徒 褒 賞 費 150,000 150,000 0
ク ラ ブ助成費 951,000 966,000 △ 15,000
会 費 前受積立 1,200,000 1,200,000 0
在校生会費前受積立 2,219,000 2,254,000 △ 35,000
予 備 費 337,795 634,165 △ 296,370
会員名簿作成費 1,500,000 1,500,000 0
合　　　計 16,427,795 16,624,165 △ 196,370

科 目 本年度予算狢 決 算 額 狠 差 異 狠 − 狢
総 務 費 小 計 5,020,000 4,932,939 △ 87,061
人 件 費 2,500,000 2,480,800 △ 19,200
事務消耗品費 760,000 735,898 △ 24,102
水 道 光 熱 費 170,000 139,263 △ 30,737
慶 弔 費 50,000 75,000 25,000
総 会 費 150,000 360,890 210,890
役 員 会 費 70,000 46,500 △ 23,500
委 員 会 費 50,000 4,410 △ 45,590
通 信 費 200,000 209,633 9,633
印 刷 費 800,000 655,445 △ 144,555
旅 費 交 通 費 100,000 50,290 △ 49,710
振 替 手 数 料 20,000 6,480 △ 13,520
雑 費 150,000 168,330 18,330
事 業 費 小 計 5,050,000 4,767,653 △ 282,347
支 部 祝 儀 費 400,000 310,000 △ 90,000
会 報 発 行 費 3,300,000 3,137,589 △ 162,411
CD 製 作 費 0 0 0
諸 会 合 会 費 250,000 135,191 △ 114,809
110 周 年 費 700,000 824,893 124,893
OA 化 諸 費 250,000 219,980 △ 30,020
生 徒 褒 賞 費 150,000 140,000 △ 10,000
ク ラ ブ助成費 966,000 966,000 0
会 費 前受積立 1,200,000 1,680,000 480,000
在校生会費前受積立 2,254,000 2,254,000 0
予 備 費 634,165 0 △ 634,165
会員名簿作成費 1,500,000 0 △ 1,500,000
合　　　計 16,624,165 14,600,592 △ 2,023,573

（平成22年4月1日〜平成23年3月31日）

収入合計額
支出合計額
差 引 残 高

16,282,887
14,600,592
1,682,295

収入合計額
支出合計額
差 引 残 高

16,427,795
16,427,795

0
【収入の部】 （単位：円）

（単位：円）【支出の部】

（平成23年4月1日〜平成24年3月31日）

【収入の部】 （単位：円）

（単位：円）【支出の部】

科 目 本 年 度 予 算 前 年 度 予 算 増・減
繰　 越　 金 1,682,295 2,321,165 △ 638,870
入　 会　 金 475,500 483,000 △ 7,500
維 持 会 費 7,500,000 7,000,000 500,000
会 費 前 受 1,200,000 1,200,000 0
在校生維持会費 3,170,000 3,220,000 △ 50,000
会 報 広 告 費 800,000 800,000 0
雑　 収　 入 100,000 100,000 0
会費前受積立 1,500,000 1,500,000 0
合　　　計 16,427,795 16,624,165 △ 196,370

科 目 本年度予算狢 決 算 額 狠 差 異 狠 − 狢
繰　 越　 金 2,321,165 2,321,165 0
入　 会　 金 483,000 484,500 1,500
維 持 会 費 7,000,000 7,561,400 561,400
会 費 前 受 1,200,000 1,710,780 510,780
在校生維持会費 3,220,000 3,229,000 9,000
会 報 広 告 費 800,000 845,000 45,000
雑　 収　 入 100,000 131,042 31,042
会費前受積立 1,500,000 0 △ 1,500,000
合　　　計 16,624,165 16,282,887 △ 341,278

定期総会記念講演定期総会記念講演 宮島八束さん（1面参照）
　定期総会で記念講演する宮島八束さん（高 15、高
森町出身）は昭和 42 年中央大学を卒業後、地元酒
造メーカー喜久水酒造㈱に就職されました。営業・
総務・経理畑を経験後、平成 14 年に社長に就任し、
信州初の芋焼酎等に取り組まれ、平成 19 年から会
長として現在に至ります。また、飯田商工会議所会頭

（平成 19 年～平成 22 年）として市内商工団体の統合、三遠南信自動
車道の早期開通運動に活躍されて、現在はリニア中央新幹線飯田駅設
置推進協議会名誉会長をされています。南信州の発展に向けた取り組
みの中での苦労話、裏話等今だから聞ける部分に大いに期待したいと
思います。（定期総会実行委員会高 15回生一同）

講  師

女性参加を進める会

名称「ユリノキ会」に！

会
員
・
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

会
員
・
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
委
員
会

基金入金額  5,272,806 円 （H23.3.31 現在）
飯田高等学校同窓会社会貢献基金を募集しています
ゆうちょ銀行口座記号番号：00580ー3ー61223
加入者名：飯田高等学校同窓会社会貢献基金

「ふるさとを元気にし隊」隊員を募集しています　登録隊員 64 人 （H23.3.31 現在）

　

4
月
よ
り
飯
田
高
校
の
校
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

表
題
の
『
始
め
る
か
ら
始
ま

る
』
は
、昨
年
発
行
さ
れ
た
『
超

約 

ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
』（
白
鳥

春
彦
編
訳
）
に
書
か
れ
て
い
る

言
葉
で
、「
物
事
を
始
め
よ
う
と

す
る
と
、
何
か
し
ら
の
障
害
や

危
険
が
待
ち
受
け
て
い
る
。
と

に
か
く
始
め
な
け
れ
ば
先
へ
は

進
め
な
い
」「
理
屈
や
方
法
を

　

昨
年
度
の
総
会
で
承
認
さ
れ

た
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
平
成

24
年
10
月
の
発
行
を
目
指
し
て

作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
求
め
ら
れ
て
い
る
最
大

の
課
題
は
、
名
簿
作
成
の
原
点

に
立
ち
返
り
、
名
簿
へ
登
載
す

る
住
所
、
経
歴
等
の
会
員
情
報

を
充
実
す
る
こ
と
で
す
。

　

昨
年
度
行
っ
た
住
所
不
明
会

員
の
調
査
は
、
ほ
ぼ
前
回
並
み

の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
一
部
学
年
層
の
組
織

力
向
上
と
い
う
課
題
が
依
然
残

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
名
簿
へ
の
会
員

情
報
登
載
の
可
否
を
全
会
員
に

自
己
申
告
し
て
い
た
だ
く
最
も

重
要
な
手
続
き
に
入
り
ま
す
。

こ
の
申
告
へ
の
会
員
個
々
人
の

積
極
性
の
度
合
が
、
名
簿
の
価

値
を
左
右
し
ま
す
。
改
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の

前
向
き
な
対
応
を
、
心
か
ら
お

願
い
す
る
次
第
で
す
。

委
員
長　

増
田
郁
夫
（
高
11
）

知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
役
に
は

立
た
ず
、
実
際
に
や
っ
て
み
る

こ
と
に
価
値
が
あ
る
」
と
い
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

昨
年
8
月
末
の
、
小
惑
星
探

査
機
“
は
や
ぶ
さ
”
の
快
挙
で

は
、
チ
ー
ム
の
技
術
者
は
「
こ

う
だ
か
ら
で
き
な
い
」
で
は
な

く
「
こ
う
す
れ
ば
で
き
る
」
と

い
う
信
念
を
持
ち
続
け
、
ま
た

チ
ー
ム
内
の
協
力
、
団
結
に
よ

り
“
は
や
ぶ
さ
”
を
地
球
帰
還

へ
と
導
き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
皆
様
の
熱
き
思
い

を
重
く
受
け
止
め
、
何
事
も
前

向
き
に
取
り
組
み
、
仲
間
を
思

い
や
り
、
協
力
で
き
る
人
間
を

育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

始
め
る
か
ら
始
ま
る

始
め
る
か
ら
始
ま
る

下
澤　

秀
夫

新
校
長

名
簿
登
載
情
報
の
充
実
に
向
け
て

会
員
名
簿
作
成
委
員
会

プロジェクターを使って講演する石田さん

会員作品を展示した教室で懇親会

〔
中
回
生
〕

44
平
田　

正
宏

47
宮
澤　

和
夫

〔
高
回
生
〕

4
今
村　

真
巳

7
牧
内　

成
夫

8
加
藤　
　

毅

14
塚
平　

匡
江

16
中
村　

利
和

17
平
沢　

忠
明

41
橋
本　

繁
成

42
橋
本　

利
洋

匿
名　

1　

寄

付

者

予告 ！！
平成23年度

「ユリノキ会」ご案内
1. 開催予定日
 平成23年11月26日㈯13時 30分～
2. 場　所　飯田高校大会議室
3. 講　師　兼行栄子さん（高21）

4. 作品展　（募集します。ご出品ください。）
※3面参照

社会貢献基金
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質
な
も
の
が
北
前
船
で
運
ば
れ

て
来
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、

和
歌
山
、
九
州
、
四
国
か
ら
は

鰹
節
が
、
瀬
戸
内
か
ら
は
煮
干

し
な
ど
が
大
阪
に
運
ば
れ
、
こ

れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
り「
関
西
の
だ
し
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

こ
の
組
み
合
わ
せ
は
、
昆
布

に
含
ま
れ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
と
鰹
節
等
に
含
ま
れ

る
イ
ノ
シ
ン
酸
が
醸
し
出
す

「
う
ま
み
」
の
芸
術
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。
大
阪
人
は
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
非
常

に
優
れ
た
能
力
を
持
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
完
成
さ
れ
た「
だ
し
」
で
炊

い
た「
こ
う
や
豆
腐
」
が
精
進

料
理
と
し
て
、
高
野
山
信
仰
を

通
じ
て
全
国
に
広
が
り
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て「
天
下
の
台
所
」
と

呼
ば
れ
全
国
の
美
味
な
る
食
材

が
集
ま
っ
て
き
た
大
阪
で
す

が
、
そ
れ
を
判
断
す
る
の
は
大

阪
人
の
厳
し
い
味
覚
。
そ
こ

は
、
現
在
も
変
わ
る
こ
と
な
く

生
き
て
い
ま
す
。
そ
の
味
覚
を

満
足
さ
せ
る「
高
野
豆
腐
」
に

続
く
商
品
を
、
こ
れ
か
ら
も
飯

田
か
ら
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

筆
者
紹
介

　

京
都
産
業
大
学
理
学
部
卒
。

日
本
電
気
㈱
勤
務
を
経
て
平
成

４
年
旭
松
食
品
㈱
入
社
。
現
在

同
社
代
表
取
締
役
社
長
。
飯
田

市
毛
賀
出
身
。

写真上：筆者主催国際シンポジウムより（前列の中央青ネクタイが筆者）
写真下：近畿大学医学部と附属３病院（堺・大阪狭山・生駒）

入居者100歳（白い帽子）の誕生祝
右端うぐいす色エプロン姿が筆者

高野山大塔（だいとう）前のこうやくん

会社前にて筆者

　

見
え
な
く

　
な
っ
た
死

　

１
９
７
６

年
、
こ
の
年

に
在
宅
死
と

病
院
死
が
逆

転
し
私
た
ち

の
視
界
か
ら

死
が
遠
ざ
か

り
ま
し
た
。

　

一
方
乳
幼

児
死
亡
率
の

低
下
と
平
均

寿
命
の
延
び

は
、（
素
晴

ら
し
い
こ
と

80
％
以
上
が
病
院
で
旅
立
っ
て

い
ま
す
。

　
在
宅
死
を
阻
む
も
の

　

家
に
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な

い
理
由
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
大
き
な
理
由
に
な
っ
て

い
る
の
が
介
護
力
不
足
で
す
。

定
着
し
た
核
家
族
、
少
な
い
兄

妹
、
死
を
見
た
こ
と
の
な
い
介

護
者
な
ど
が
、「
帰
り
た
い
！
」

と
願
っ
て
も
叶
え
ら
れ
な
い
理

由
で
す
。
勿
論
他
に
も
在
宅
医

療
・
住
宅
事
情
等
々
理
由
は
沢

山
あ
り
ま
す
。

　
最
期
ま
で
ど
う
生
き
る
！

　
　
選
択
肢
は
多
い
方
が
良
い

　

腎
臓
が
働
か
な
く
な
っ
た
ら

人
工
透
析
を
す
る
、
食
べ
ら
れ

な
く
な
っ
た
ら
胃
ろ
う
を
す

る
、
最
後
ま
で
が
ん
と
闘
う
、

こ
れ
も
一
つ
の
生
き
方
で
す
。

　

も
う
治
療
は
い
ら
な
い
。
自

然
が
い
い
、
残
り
の
人
生
好
き

に
生
き
た
い
、
だ
か
ら
家
に
帰

り
た
い
、
こ
れ
も
一
つ
の
生
き

方
で
す
。
し
か
し
、
帰
り
た
い

け
ど
帰
れ
な
い
人
が
沢
山
い
ま

す
。
そ
こ
で
私
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
愛
逢
の
仲
間
と「
本
当
の
家

で
は
な
い
け
れ
ど
、
家
の
よ
う

に
暮
せ
る
第
二
の
家
」の
建
設

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ホ
ー
ム

ホ
ス
ピ
ス「
愛
逢
の
家
」
と
呼

び
ま
す
。
普
通
の
民
家
を
改
修

し
、
5
人
が
家
族
の
よ
う
に
暮

し
て
い
ま
す
。

　
「
家
」の
持
つ
不
思
議
な
力
、

皆
、
元
気
に
な
り
ま
す
。

　

私
も
還
暦
。残
り
の
人
生「
看

取
り
婆
」に
徹
し
て
い
け
た
ら

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

筆
者
紹
介

　

京
大
医
学
部
付
属
看
護
学
校

卒
。
尼
崎
で
地
域
医
療
に
関
わ

る
地
域
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
。
２
０
０
９
年
ホ
ー
ム
ホ
ス

ピ
ス「
愛
逢
の
家
」立
ち
上
げ
。

飯
田
市
座
光
寺
出
身
。

で
は
あ
り
ま
す
が
）肉
親
の
死

に
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
大
人

を
作
り
出
し
ま
し
た
。「
死
」は

一
層
見
え
な
く
な
り
、
見
え
な

い
も
の
は
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
時
を
ど
こ
で

　

人
は
望
ん
で
病
院
で
死
ぬ
の

で
し
ょ
う
か
？

　

様
々
な
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
見
ま
す
と
、
ど
れ
も「
最
期

は
自
宅
で
」と
望
む
人
は
80
％

程
で
し
た
。
し
か
し
現
実
は

　

香
港
か
ら
こ
ん
に
ち
は
。

　

今
か
ら
10
年
前
の
話
で
あ
る

が
、
50
歳
を
迎
え
る
年
に
、
い

ろ
い
ろ
あ
っ
て
ホ
ー
ム
レ
ス
と

な
り
、
日
本
に
居
て
も
し
ょ
う

が
な
い
の
で
香
港
へ
渡
っ
た
。

こ
こ
で
遅
ま
き
な
が
ら
企
業
家

と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。

　

最
近
ふ
と
思
い
出
し
た
言
葉

が
あ
る
。〝
ウ
ン
ド
ン
コ
ン
〟、

漢
字
で
書
く
と〝
運
鈍
根
〟で
あ

る
。
も
う
45
年
も
前
、
中
学
の

と
き
事
業
で
成
功
し
た
先
輩
の

話
を
全
校
生
が
体
育
館
に
集

ま
っ
て
聞
い
た
。
先
輩
の
名
前

も
事
業
の
内
容
も
忘
れ
て
し

ま
っ
た
が
、〝
人
生
何
事
も
成

功
す
る
に
は
ウ
ン
ド
ン
コ
ン
！

運
気
と
何
事
に
も
動
じ
な
い
図

太
さ（
鈍
感
さ
）と
何
事
に
も

く
じ
け
な
い
根
性
だ
！
〟と
。

流
暢
な
話
で
は
な
か
っ
た
が
、

口
か
ら
つ
ば
を
飛
ば
し
な
が

ら
、
後
輩
を
激
励
し
よ
う
と
一

生
懸
命
は
な
し
て
く
れ
た
。
彼

の
体
験
か
ら
に
じ
み
出
る
迫
力

が
、
こ
の
言
葉
と
一
緒
に
僕

の
体
に
突
き
刺
さ
っ
た
気
が

し
た
。

　

今
僕
は
、
考
え
て
も
み
な

か
っ
た
異
国
の
地
で
、
企
業

家
と
し
て
、
も
が
き
、
う
め

き
、
は
い
ず
り
ま
わ
り
、

そ
し
て
遠
回
り
で
あ
っ
た
が

自
分
の
夢
の
実
現
を
手
に
し

よ
う
と
し
て
る
。
そ
ん
な
と

き
、
ど
う
い
う
わ
け
か
彼
の
言

葉
を
ふ
と
思
い
出
し
た
。

　

一
人
で
来
た
香
港
だ
っ
た

が
、
今
は
千
人
の
大
家
族
と

な
っ
た
。
今
年
は
60
歳
を
迎
え

人
生
の
一
周
目
を
完
了
し
た
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
誰
に
も
邪

魔
さ
れ
な
い
僕
の
人
生
を
、
二

周
目
の
ス
タ
ー
ト
だ
。
更
な
る

夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
ド
キ

ド
キ　

ワ
ク
ワ
ク
、
ウ
ン
ド
ン

コ
ン
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
５
０
年
飯
田
市
鼎
生
ま

れ
。
旧
姓
宮
沢
。
早
大
卒
。
東

大
工
学
部
大
学
院
修
士
修
了
。

旭
化
成
勤
務
後
、
Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
カ

メ
ラ
㈱
を
経
て
香
港
で
再
起
。

今
香
港
に
本
社
、
中
国
に
生
産

工
場
を
構
え
、
世
界
30
カ
国
に

販
売
網
。
世
界
ト
ッ
プ
の
ス
ト

ロ
ボ
メ
ー
カ
ー
を
目
指
す
Ｎ
ｉ

ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
グ
ル
ー
プ
の
オ
ー

ナ
ー
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ（
経
営
最
高
責

任
者
）。

学
会
な
ど
で
出
会
う
関
西
人
が

え
げ
つ
な
く
感
じ
ら
れ
、
大
阪

を
舞
台
と
す
る
ド
ラ
マ
な
ど
を

見
る
に
つ
け
、「
関
西
に
だ
け

は
住
み
た
く
な
い
」と
家
内
と

話
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
大
阪

の
デ
ィ
ー
プ
サ
ウ
ス
と
呼
ば
れ

る
河
内
地
域
に
居
を
構
え
て
み

　

信
州
松
川

の
農
家
に
生

ま
れ
た
筆
者

が
仙
台
で
青

春
時
代
を
過

ご
し
、
3
年

半
の
留
学
と

半
年
間
の
三

重
大
学
在
職

を
経
て
、
近

畿
大
学
に
着

任
し
て
か
ら

早
15
年
に
な

る
。
東
北
大

学
在
職
中
は

れ
ば
、
人
々
は
活
気
に
満
ち
て

裏
が
無
く
、
元
々
「
い
ら
ち
」

な
筆
者
に
は
、
テ
ン
ポ
の
速
い

生
活
が
実
に
心
地
好
い
。

　

商
都
大
阪
は
、
堺
・
高
石
か

ら
関
空
ま
で
の
沿
岸
に
大
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
が
並
び
、
生
駒
山
麓

に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
や
シ
ャ
ー
プ

の
工
場
が
連
な
る
工
業
都
市
で

も
あ
り
、
阪
神
高
速
と
私
鉄

網
、
Ｊ
Ｒ
の
新
快
速
で
、
神
戸

も
京
都
も
通
勤
圏
で
あ
る
。
複

数
の
優
秀
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や

心
斎
橋
の
高
級
店
な
ど
、
都
会

の
楽
し
み
は
全
て
あ
り
、
住
み

始
め
て
半
年
後
に
再
訪
し
た
仙

台
が
、
え
ら
く
田
舎
に
感
じ
ら

れ
た
。

　

近
畿
大
学
は
13
学
部
、
大
学

院
11
研
究
科
と
法
科
大
学
院
、

20
の
研
究
所
等
を
擁
す
る
マ
ン

モ
ス
大
学
で
、
在
籍
学
生
数
3

万
人
、
附
属
幼
稚
園
か
ら
通
信

教
育
部
ま
で
を
含
め
た
学
生
・

生
徒
総
数
は
5
万
人
を
超
え

る
。
本
部
は
町
工
場
で
知
ら
れ

た
東
大
阪
に
あ
り
、
ク
ロ
ー
ン

牛
で
有
名
な
農
学
部
は
奈
良
、

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
水
産
研
究
所
は

和
歌
山
と
、
西
日
本
一
帯
に
広

大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
。
筆

者
所
属
の
医
学
部
は
3
つ
の
総

合
病
院
と
二
つ
の
診
療
所
を
有

し
、
ベ
ッ
ド
数
１
８
０
０
、
１

日
外
来
患
者
数
は
４
６
０
０
人

に
達
す
る
。

　

筆
者
の
専
門
は
エ
イ
ズ
研
究

で
あ
る
が
、
関
西
は
献
血
で
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
率
が
全
国
平
均
の

10
倍
近
く
、
大
阪
で
は
2
日
に

一
人
の
新
規
感
染
が
報
告
さ
れ

る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
進
化
は
早
く
、

最
近
日
本
の
若
者
に
は
早
期
発

症
型
が
増
え
て
い
る
。
感
染
し

　

先
ず
始
め
に
、
現
在
私
が
代

表
取
締
役
を
務
め
て
お
り
ま

す
、「
旭
松
食
品
株
式
会
社
」

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

１
９
５
０
年
、
故
郷
飯
田
で

凍
り
豆
腐
の
製
造
で
操
業
し
て

以
来
60
年
、
大
豆
の
持
っ
て
い

る
様
々
な
栄
養
素
を
毎
日
の
食

卓
で
手
軽
に
摂
っ
て
頂
く
た

め
、「
凍
り
豆
腐
」
の
ほ
か
即

席
味
噌
汁
、
介
護
食
品
と
い
っ

た
製
品
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

本
社
は
大
阪
証
券
取
引
所
に
上

場
し
た
際
に
、
大
阪
に
移
転
し

て
い
ま
す
が
、
生
産
拠
点
は
現

在
も
飯
田
中
心
で
す
。

　

私
の
暮
ら
す
大
阪
で
は
、
関

西
人
の
気
質
を
表
す
も
の
と
し

て「
大
阪
の
く
い
だ
お
れ
」
と

て
も
薬
を
使
っ
て
生
き
て
い
け

る
と
い
う
の
は
大
間
違
い
で
、

米
国
で
は
今
で
も
年
間
1
万
人

の
エ
イ
ズ
死
亡
が
あ
る
。

　

神
戸
三
宮
で
お
手
伝
い
し
て

い
る
無
料
匿
名
検
査
で
中
高
生

の
性
感
染
症
を
見
る
に
つ
け
、

母
校
で
の
教
育
実
態
が
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

　

筆
者
紹
介

　

１
９
８
２
年
東
北
大

学
医
学
部
卒
。
医
学
博

士
。
東
北
大
学
助
手
、

米
国
Ｎ
Ｉ
Ｈ
研
究
員
、

三
重
大
学
助
教
授
を
経

て
、
１
９
６
６
年
よ
り

近
畿
大
学
医
学
部
教

授
。
平
成
14
年
度
ノ
バ

ル
テ
ィ
ス
・
リ
ウ
マ
チ

医
学
賞
受
賞
。
松
川
町

出
身
。

い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
大
阪
の
人
は
食
に
こ
だ
わ

り
贅
沢
し
て
、
財
産
を
つ
ぶ
し

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
ら
し
い

で
す
が
、
そ
の
根
源
は
、
戦
国

か
ら
江
戸
時
代
、
陸
海
の
要
衝

で
あ
っ
た
大
阪
は「
天
下
の
台

所
」と
も
呼
ば
れ
、
全
国
各
地

の
特
産
物
の
集
散
に
よ
っ
て
そ

の
食
文
化
が
形
成
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。

　

そ
の
大
阪
の
食
文
化
は
ま

た
、「
だ
し
の
文

化
」
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の

「
だ
し
」
に
欠
か

せ
な
い
旨
み
の
ひ

と
つ
は「
昆
布
」

で
あ
り
、
北
海
道

沿
岸
で
採
れ
た
良

宮澤　　正顯（高27）
－中高生の性感染症に憂慮－
関西でエイズと闘う関西でエイズと闘う

兼行　　栄子（旧姓 佐々木）（高21）

最期までどう生きる
 最期をどこでむかえる
最期までどう生きる
 最期をどこでむかえる

関
西
か
ら
の
情
報

関
西
か
ら
の
情
報

関
西
か
ら
の
情
報
『
大
阪（
関
西
）え
え
と
こ
』

『
大
阪（
関
西
）え
え
と
こ
』

　
関
西
か
ら
の
情
報
で
す
！
関
西
支
部
に
お
い
て
ご
活
躍
中
の
3
人
の
同
窓
会

員
に
ご
登
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
尼
崎
か
ら
ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
で
の
取
り
組

み
の
話
、
大
阪
か
ら
は
エ
イ
ズ
と
闘
う
医
師
か
ら
の
深
刻
な
情
報
、
そ
し
て
、

同
じ
く
大
阪
か
ら
経
済
界
で
の
話
題
と
各
方
面
か
ら
興
味
深
い
、
貴
重
な
お
話

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
回
は
、
古
里
か
ら
の
ホ
ッ
ト
な
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
。

から香 港香 港から

後
藤　
　

力
（
高
21
）

木
下

博
隆
（
高
32
）

大
阪
は
食
の
文
化
で
あ
る

大
阪
は
食
の
文
化
で
あ
る

｜ 

「
こ
う
や
豆
腐
」は
高
野
山
信
仰
を
通
じ
て 

｜

ウ
ン
ド
ン
コ
ン
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に
つ
い
て
の
お
話
を
頂
き
ま
し

た
。
リ
ニ
ア
の
飯
田
通
過
に
つ

い
て
の
地
域
住
民
の
認
識
は
一

つ
で
す
。
進
展
が
み
ら
れ
る
現

状
を
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
校
歌
、
応
援
歌
を
歌

い
懐
か
し
さ
に
胸
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。
地
区
の
お
宮

八
幡
様
の
紅
葉
を
望
む
地
で
も

あ
り
、
祭
り
の
み
こ
し
で
盛
り

上
が
る
秋
を
楽
し
み
に
、
ま
た

会
え
る
こ
と
を
待
ち
た
い
と
思

い
ま
す
。　

篠
田
治
博（
高
22
）

　

同
窓
会
名
簿
作
成
は
長
い
時

間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
そ
ろ
そ
ろ
追
い
込
み
に
入

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

役
員
の
皆
様
に
は
御
苦
労
を

お
か
け
し
ま
す
。
ま
た
、
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
を
更
に
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

市
長
か
ら
は
リ
ニ
ア
新
幹
線

　

松
尾
支
部
の
総
会
を
7
月
25

日
25
人
の
出
席
を
得
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

松
尾
地
区
在
住
会
員
の
名
簿

作
成
と
社
会
貢
献
基
金
に
つ
い

て
を
議
題
に
、
和
や
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
萩
本
会
長
並
び
に

支
部
会
員
で
も
あ
る
牧
野
市
長

（
高
32
）の
参
列
も
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

第
26
回
上
伊
那
南
部
支
部

（
赤
石
会
）総
会
が
平
成
22
年

6
月
11
日
、
駒
ヶ
根
市
岩
田
屋

で
、
23
人
の
出
席
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
部
よ
り
松
村
勝
副
会
長

（
高
12
）の
ご
出
席
を
賜
り
、

本
校
と
同
窓
会
の
現
況
の
報
告

の
象
徴
と
し
て
、
思
い
出
の
中

に
高
松
パ
ン
が
あ
っ
た
と
言
っ

て
も
言
い
す
ぎ
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
の
総
会
で
は
、
前
高
坂

保
会
長（
中
45
）を
初
め
と
す
る

先
輩
方
の
ご
意
向
に
よ
り
、
役

員
を
全
面
的
に
高
校
卒
サ
イ
ド

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
わ
ざ
わ
ざ
懐
か
し
い

「
高
松
パ
ン
」
を
ご
持
参

下
さ
り
、
全
員
あ
り
が
た

く
口
に
し
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
代
に
は
、
ま

だ
ま
だ
旧
制
中
学
の
伝
統

の
匂
う
、
腰
に
手
拭
を
ぶ

ら
下
げ
、
高
歯
下
駄
と
、

白
線
が
汗
で
セ
ピ
ア
化
し

た
帽
子
の
バ
ン
カ
ラ
気
風

の
中
で
、
皆
勉
学
に
運
動

に
と
頑
張
っ
て
い
た
当
時

　

片
桐
支
部
長
さ
ん（
高
4
）

か
ら
、「
東
北
信
に
在
住
さ
れ

る
同
窓
生
が
多
い
割
に
は
参
加

者
が
少
な
い
。
そ
れ
で
も
、
毎

年
、
少
し
で
は
あ
る
が
初
参
加

が
居
ま
す
。
現
役
時
代
に
思
い

を
は
せ
、
ま
た
、
後
輩
の
活
躍

に
期
待
す
る
交
流
の
場
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席
さ

れ
た
本
会
の
中
島
清
副
会
長
さ

ん
か
ら
は
同
窓
会
の
現
況
や
、

「
邦
楽
班
が
全
国
大
会
に
出
場

し
文
化
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
、
ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
班
は

県
大
会
決
勝
戦
で
敗
れ
、
2
年

連
続
の
全
国
大
会
出
場
を
逃
し

　

昨
年
11
月
14
日
長
野
市
内
の

ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
、
平
成
22
年
度
長
野
支
部
総

会
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
へ
入
り
ま
す
と
校
歌
の
メ

ロ
デ
ィ
が
流
れ
て
お
り
、
何
年

振
り
か
に
聞
く
メ
ロ
デ
ィ
に
心

が
和
ら
ぎ
思
わ
ず
口
ず
さ
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
出
席
者
は
24

人
、
う
ち
女
性
会
員
は
2
人

で
、
高
齢
者
が
多
数
を
占
め
て

お
り
、
初
参
加
者
は
4
人
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

総
会
は
、
物
故
者
に
対
す
る

黙
祷
、
校
歌
斉
唱
、
支
部
長
挨

拶
、
来
賓
祝
辞
、
活
動
報
告
、

役
員
改
選
等
、
次
第
に
沿
っ
て

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

た
こ
と
な
ど
在
校
生
の
ク
ラ
ブ

活
動
」の
お
話
が
あ
り
、
そ
の

活
躍
に
深
く
感
銘
し
ま
し
た
。

　

30
分
講
話
は
、
原
牧
夫
さ
ん

（
高
4
）に
よ
る「
美
と
こ
こ
ろ
」

と
題
し
て
、
信
州
の
人
と
自
然

を
愛
し
、
多
く
の
名
作
を
残
し

た
東
山
魁
夷
の
歩
み
と「
見
る

人
々
の
心
を
惹
き
つ
け
る
の

は
、
単
に
、
構
図
と
か
色
調
と

か
の
技
術
的
な
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
絵
画
に
込
め
る
作
者

の
心
の
強
さ
に
あ
り
、
自
ら
の

心
象
を
深
く
掘
り
下
げ
る
努
力

の
積
み
重
ね
か
ら
生
み
出
さ
れ

て
い
る
」と
美
の
根
源
に
ふ
れ

る
内
容
で
し
た
。
私
に
と
っ
て

は
、
東
山
魁
夷
が
作
成
し
た
壁

画
や
日
展
等
に
出
品
し
た
絵
画

の
解
説
内
容
が
は
じ
め
て
お
聞

き
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
の

で
、
そ
の
偉
大
さ
に
改
め
て
感

に
シ
フ
ト
し
て
の
改
選
に
至
り

ま
し
た
。

　

新
支
部
長
片
桐
勝
彦
氏（
高

6
）、
副
支
部
長
小
木
曽
伸
一

氏（
高
19
）、
小
松
茂
郁
、
事
務

局
長
熊
谷
一
広
氏（
高
10
）、

情
報
係
小
松
茂
郁
兼
任
、
幹
事

は
地
区
別
、
年
代
別
に
数
名
選

任
し
ま
し
た
。
前
役
員
の
皆
さ

ん
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　

懇
親
会
を
挟
ん
で
の
自
己
紹

介
で
は
、
戦
時
中
在
校
の
旧
制

中
学
卒
の
先
輩
か
ら
若
い
会
員

服
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
参
加
者
が
名

簿
順
に
、
過
去
の
職
歴
、
地
域

社
会
へ
の
貢
献
活
動
や
苦
労
話

な
ど
、
自
身
が
関
わ
っ
て
き
た

様
々
な
事
柄
に
つ
い
て
、
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
自
己
紹
介
的
な

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

支
部
総
会
に
初
め
て
参
加
し

た
私
に
と
っ
て
、
2
〜
3
人
の

方
を
除
い
て
は
初
対
面
の
方
々

ば
か
り
で
し
た
が
、
終
始
同
じ

学
校
で
学
ん
だ
仲
間
と
し
て
、

酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
世
代

を
超
え
た
話
題
に
花
が
咲
き
、

互
い
に
心
お
き
な
く
語
り
合
う

こ
と
が
で
き
、
こ
こ
ろ
の
絆
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
酒
の
酔
い
に
元
気

づ
け
ら
れ
、
声
を
張
り
上
げ
て

応
援
歌
を
斉
唱
、
力
強
く
万
歳

を
三
唱
し
、
来
年
の
再
会
を
約

し
て
流
れ
解
散
し
ま
し
た
。

村
瀬
勈
雄（
中
48
）

活
躍
と
現
況
」が
報
告

さ
れ
、
そ
こ
は
支
部
長

自
身
花
園
出
場
経
験

者
、
自
ず
と
ラ
グ
ビ
ー

に
比
重
が
置
か
れ
る
は

ご
も
っ
と
も
と
ま
た
全

員
納
得
。

　

来
賓
の
中
島
清
同
窓

会
副
会
長
よ
り「
母
校

が
独
立
１
１
０
周
年
を

迎
え
、
社
会
へ
の
貢
献

を
企
画
し
て
い
る
」と

の
報
告
が
あ
り
、
ま
た

ま
た
全
員
納
得
。

　

酒
を
酌
み
交
わ
し
、

校
歌
・
応
援
歌
で
盛
り

上
が
る
こ
ろ
に
は
皆
紅
顔
の
美

（
？
）少
年
。

　

飯
中
卒
業
者
か
ら「
橋
南
の

若
い
後
輩
達
と
も
っ
と
繋
が
り

が
で
き
た
ら
な
あ
」「
姫
城
会

（
飯
中
郷
友
会
）の
流
れ
を
く

ん
で
若
い
人
が
こ
の
会
を
引
っ

張
れ
」な
ど
の
コ
メ
ン
ト
を
戴

き
四
た
び
納
得
。

　

幅
広
い
年
齢
層
参
加
者
同
士

の
楽
し
い
語
ら
い
で
無
事
閉
会

し
た
。

河
原　

襄（
高
13
）

　

北
海
道
支
部

で
は
、
平
成
22

年
11
月
6
日
、

札
幌
市
内
に
て

同
窓
会
を
開
催

し
、
新
し
く
、

会
長
及
び
副
会

長
の
選
任
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
御

苦
労
頂
い
た
吉

村
前
会
長（
高

4
）の
後
任
と

ど
様
々
な
意
見
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
出
席
者
は
10
人
で
し
た

が
、
久
し
ぶ
り
の
会
と
な
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
、

最
後
に
校
歌
を
全
員
で
歌
い
ま

し
た
。

　

北
海
道
に
在
住
し
て
い
る
飯

田
高
校
の
同
窓
会
生
は
多
い
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
よ
り
情
報
交

換
を
し
、
一
人
で
も
多
く
集
ま

れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参

集
下
さ
い
。

吉
川
正
也（
高
18
）

し
て
、
中
田
徹
氏（
高
6
）が
新

会
長
に
選
任
さ
れ
、
ま
た
、
副

会
長
に
は
浜
島
泉
氏（
高
10
）が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
長

は
、
吉
川
正
也
が
再
任
と
な
り

ま
し
た
。

　

中
田
新
会
長
か
ら
の
挨
拶

の
あ
と
、
参
加
者
全
員
か
ら

近
況
報
告
が
あ
り
、
健
康
の
大

切
さ
、
人
生
の
過
ご
し
方
な

　

8
月
28
日
、
萩
本
会
長
を
来

賓
に
、
22
年
度
総
会
を
開
き
ま

し
た
。
今
年
度
は
恒
例
の「
講

演
会
」の
講
師
に
、
母
校
湯
沢

監
督（
高
33
）を
お
願
い
し
、「
ラ

グ
ビ
ー
で
学
ん
だ
こ
と
」と
題

す
る
お
話
を
お
聴
き
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
こ
の「
講
演
会
」

を
地
域
貢
献
の
一
つ
と
し
て
企

画
、
一
般
の
聴
講
を
歓
迎
す
る

た
め
、
町
の
有
線
放
送
や
教
育

委
員
会
を
通
じ
て
呼
び
か
け
、

素
な
な
か
、
杯
を
重
ね
歓
を
尽

く
し
ま
し
た
。

　

締
め
の「
校
歌
」
の
大
合
唱

で
は
、
支
部
の
意
気
と
絆
を
確

か
め
る
と
と
も
に
、
盛
会
を
喜

び
あ
い
ま
し
た
。

　

尚
、
支
部
長
の
改
選
が
行
わ

れ
、
原
次
郎
氏（
中
47
）か
ら
、

松
島
信
幸
氏（
高
2
）に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。

山
田
博
章（
高
4
）

多
数
の
参
加
者
か
ら
感
銘
を
う

け
た
と
好
評
を
戴
き
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
定
例
の
総
会
。
会

長
か
ら
本
会
の
活
動
状
況
、

最
近
の
内
外
の
経
済
状
況
の
お

話
が
あ
り
、
所
定
の
議
事
を
終

了
、
続
い
て
の
懇
親
会
で
は
簡

　

長
野
県
庁
と
長
野
市
内
の
県

機
関
に
勤
務
す
る
卒
業
生
で
組

織
す
る
本
会
は
、
平
成
19
年
12

月
に
再
建
さ
れ
、
以
後
母
校
出

身
の
県
会
議
員
を
含
め
懇
親
、

交
流
を
深
め
て
き
た
。

　

昨
秋
10
月
6
日
に
定
期
総
会

を
開
催
し
、
新
役
員
の
選
出
と

更
な
る
親
睦
、
交
流
に
努
め
ま

し
た
。
会
員
は
80
余
名
で
意
気

盛
ん
。

　

主
な
役
員
は
会
長
久
米
義
輝

氏（
高
22
）、
幹
事
長
寺
澤
信
行

氏（
高
25
）、
会
計
監
事
木
下
陽

介
氏（
高
23
）、岩
嶋
敏
男
氏（
高

24
）、
常
任
幹
事
熊
谷
晃
氏（
高

31
）、
原
克
彦
氏（
高
43
）

に
至
る
ま
で
、
時
代
の
変
遷
を

感
ず
る
い
ろ
い
ろ
な
話
題
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
会
の
宝

物
と
し
て
い
る
中
田
寛
一
氏

（
中
45
）製
作
の
校
歌
・
応
援
歌

の
掛
軸
を
前
に
し
て
、
在
校
時

を
し
の
び
校
歌
、
応
援
歌
を
精

一
杯
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
若
い
会
員
や
幅
広
い

地
区
か
ら
の
大
勢
の
参
加
が
あ

り
、
会
の
発
展
へ
希
望
を
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
松
茂
郁（
高
13
）

　

橋
南
支
部
定
期
総
会
が
8
月

28
日
、
市
内
糸
へ
ん
で
開
催
さ

れ
た
。

　

支
部
長
田
中
秀
典（
高
11
）挨

拶
で「
出
席
者
の
輪
を
拡
げ
る

た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
方
に
支
部
役
員
を
経
験
し
て

い
た
だ
き
た
い
」と
提
案
が
あ

り
全
員
納
得
。ま
た「
ラ
グ
ビ
ー

班
・
邦
楽
班
の
近
年
に
於
け
る

支
部
総
会
に
初
参
加
し
て

支
部
総
会
に
初
参
加
し
て長

野
支 

部

「
高
松
パ
ン
」に
感
動

「
高
松
パ
ン
」に
感
動上

伊
那
南
部
支
部

幅
広
い
年
齢
層
が
参
加

幅
広
い
年
齢
層
が
参
加橋

南 

支 

部

総会（支部）一覧総会（支部）一覧
平成 22年 10月から
 平成 23年 3月開催
 10. 3 羽　場
 . 10 中 45 同年会
 11. 6 ソウル会
 . 7 静　岡
 . 13 在京飯田高校同窓会
 . 14 長　野
 12. 4 泰　阜
 2. 18 中　京
 3. 4 　鼎
 . 6 座光寺

22.

23.

　より多くの支部の活動状況を掲載しま
すので、1 原稿 500 文字以内の字数制
限をさせていただきます。また、写真の
添付もお願いします。

お願い

懇親会前の勢ぞろい

市長を囲んで

熱弁をふるう湯沢監督

リ
ニ
ア
で
盛
り
上
が
る

リ
ニ
ア
で
盛
り
上
が
る

松
尾 

支 

部

湯
沢
ラ
グ
ビ
ー
監
督
の
講
演
に
感
銘

湯
沢
ラ
グ
ビ
ー
監
督
の
講
演
に
感
銘

高
森 

支 

部

健康から人生まで語る健康から人生まで語る
北 海 道 支 部

和やかな雰囲気で

盛り上がる懇親会

意
気
高
し

意
気
高
し
！！

県
庁
高
松
会
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に
和
服
」「
鋭
い
感
覚
・
純
情

･
清
高
孤
独
・
凡
俗
に
超
越
、

単
的
至
心
の
教
導
」「
講
義
で

は
朗
々
と
す
き
通
る
美
声
で
四

辺
か
ま
わ
ず
高
吟
、
私
た
ち
も

記
述
は
少
な
い
。『
会
報
』23
号

29
号
の
大
場
勉
レ
ポ
ー
ト
を
軸

に
、
新
た
な
情
報
の
一
部
分
を

書
き
加
え
て
み
た
。

中
島
正
韶（
高
11
）

追
従
し
て
合
唱
す
る
。
先

生
も
愉
快
、生
徒
も
愉
快
」

と
回
想
し
て
い
る
。

　

明
治
44
年
、
松
本
女
子

師
範
へ
転
出
。
東
京
で
鉄

道
院
総
裁
秘
書
を
経
て
京

都
師
範
学
校
教
諭
。
在
職

中
か
ら
青
藍
書
道
塾
を
主

宰
。
著
書
は
前
記
の
他
、

『
戦
時
唱
歌
』（
青
藍
作

詞
、
作
曲
は「
夏
は
来
ぬ
」

「
敵
は
幾
万
」
の
小
山
作

之
助
）『
小
学
読
本
韻
文

授
業
』『
書
道
入
門
』。
昭

和
23
年
京
都
に
歿
す
。
75

歳
。
悦
三
郎
の
親
族
を
伊

那
市
に
訪
ね
青
藍
の
書
を

拝
見
。『
校
史
』に
青
藍
の

　
「
南
信
男
子
の
歌
」
と
呼
ば

れ
、
地
域
の
青
年
ら
に
も
愛
唱

さ
れ
た
校
歌
の
作
詞
者
は
、

国
漢
教
諭
で
、
青
藍
と
号
し

た
福
沢
悦
三
郎（
１
８
７
４
｜

１
９
４
８
）で
あ
る
。
作
曲
は

音
楽
教
諭
の
井
出
茂
太
で
、
こ

の
二
人
は
川
路
小
・
駒
ケ
根
市

中
沢
小
・
上
伊
那
農
業
高
等
学

校
の
校
歌
の
作
詞
者
・
作
曲
者

で
も
あ
る
。

　

ま
た
、
青
藍
は
伊
賀
良
・
山

本
・
川
路
・
三
穂
・
会
地
・
東

伊
那
小
の
校
歌
、
更
に
は
上
伊

那
地
理
歴
史
唱
歌
・
伊
那
町
歌

を
作
詞
。
伊
賀
良
・
山
本
・
三

穂
の
3
校
は
作
曲
も
手
が
け
て

い
る
。
旧
喬
木
小
の
校
歌
で
今

も
歌
い
継
が
れ
て
い
る
喬
木
村

歌
も
作
詞
し
て
い
る
。

　

明
治
33
年
、
木
曽
福
島
小
で

「
風
暖
か
に
」
他
30
曲
余
を
作

詞
作
曲
し
、『
木
曽
唱
歌
』
を

発
刊
。
こ
れ
に
は
浅
井
冽
の
２

曲
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
後
に

上
松
小
の
第
一
校
歌
も
作
詞
。

作
曲
者
も
青
藍
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　

青
藍
は
、
明
治
7
年
に
伊
那

町
山
寺
に
誕
生
。
長
野
尋
常
師

範
を
出
て
木
曽
の
小
学
校
に
勤

め
な
が
ら
、
検
定
試
験
に
よ
り

師
範
学
校
と
中
学
校
の
修
身
・

倫
理
の
教
員
免
許
取
得
。
続
い

て
、
東
京
高
等
師
範
に
入
学
、

卒
業
と
と
も
に
国
語
・
漢
文
研

究
科
へ
進
学
、
併
せ
て
東
京
帝

国
大
学
文
科
哲
学
選
科
に
学

ぶ
。
32
歳
、
２
校
の
課
程
を
修

了
し
、
明
治
39（
１
９
０
６
）年

に
赴
任
。
新
任
の
こ
の
年
10
月

に
、
新
卒
4
年
目
の
井
出
茂
太

と
校
歌
を
つ
く
っ
た
。
校
長
は

島
地
五
六（
初
代
）で
あ
る
。
翌

年
、
当
時
で
は
類
書
を
見
な
い

『
韻
文
教
授
法
』を
著
す
。

　

向
学
心
旺
盛
な
、ま
さ
に「
意

気
猛
く
」「
学
び
」「
馳
せ
」「
龍

蛇
の
意
気
」そ
の
も
の
の
生
き

ざ
ま
で
あ
る
。
伊
那
谷
で
育
ま

れ
た
豊
か
な
感
受
性
と
、
飽
く

な
き
学
究
に
よ
り
研
ぎ
澄
ま
さ

れ
紡
ぎ
出
さ
れ
た
詩
詞
が
、
我

ら
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
校
歌

「
赤
石
山
は
巍
々
と
し
て
」
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
人
と
な
り
を
、
教
え
子

の
川
上
孝
平（
中
11
）は「
容
姿

寛
闊
、
飄
逸
、
短
い
頬
髯
、
常

　

秋
葉
街
道

は「
塩
・
信

仰
の
道
」
と

し
て
伊
那
谷

と
遠
州
を
結

ぶ
要
路
で

あ
っ
た
。
青

崩
峠
の
遠
州

水み
さ

窪く
ぼ

側
の
麓

に
は
、
通
り

過
ご
し
て
し

ま
い
そ
う
な

小
さ
な
祠
が

あ
っ
て
、
往

還
の
旅
人
は

旅
の
安
全
を
祈
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
祠
に
由
来
す
る
縁
起

は
古
く
鎌
倉
時
代
に
遡
る
。

社
伝
に
よ
る
と
時
の
執
権
北

条
時
頼
が
名
を
伏
せ
て
諸
国

行
脚
し
、
青
崩
峠
を
越
え
る

際
に
脚
を
患
う
。
そ
れ
を
祠

の
一
隅
の
石
清
水
で
治
癒
せ

し
め
た
の
が
、
諏
訪
神
家
・

守
屋
一
族
を
出
自
と
す
る
五
代

目
守
屋
辰
次
郎
で
あ
っ
た
。
そ

れ
が
機
縁
と
な
っ
て「
足
神
神

社
」が
誕
生
し
た
と
い
う
。

  

今
の
41
代
目
宮
司
、
守
屋
治

次
君
は
、
同
じ
16
回
卒
。
昨
年

の
秋
奉
り
に
仲
間
を
募
り
参
詣
。

深
い
谷
の
斜
面
に
杉
林
で
囲
ま

れ
た
狭
い
境
内
に
近
在
遠
来
の

３
０
０
人
も
の
参
詣
者
で
す
ず

な
り
。
あ
ら
た
か
な
霊
験
が
呼

び
寄
せ
た
参
詣
者
は
90
代
の
長

老
を
は
じ
め
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選

手
も
い
て
多
彩
だ
。
奉
り
の
後

の
参
詣
者
の
顔
に
は
清
清
し
さ

が
浮
か
ぶ
。

  

境
内
の
一
隅
に
湧
き
出
る
清

冽
な
石
清
水
は
霊
験
あ
ら
た
か

な
だ
け
で
な
く「
う
ま
い
！
」

と
の
評
判
。
遠
く
か
ら
多
く
の

人
が
訪
れ
求
め
る
。「
中
央
構

造
線
が
発
す
る
霊
気
の
気
場
に

あ
っ
て
、
そ
の
気
を
受
け
た
御

神
水
、
足
神
様
か
ら
の
恵
み
の

水
」と
守
屋
宮
司
は
い
う
。

  

守
屋
宮
司
に
は
も
う
一
つ
の

顔
が
あ
る
。
水
窪
町
西に

し

浦う
れ

の
田

楽（
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）の

保
存
会
長
、
能
衆
の
頭
と
し
て

自
ら
も
舞
う
。

　

伝
承
に
よ
る
と
、
養
老
3
年

に
行
基
が
こ
の
地
を
訪
れ
民
衆

救
済
を
願
い
聖
観
音
像
と
仮
面

を
つ
く
る
。
こ
れ
を
機
縁
に
始

ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
祭
り
は
、

足
神
神
社
の
大
祭
日
と
田
楽
祭

り
が
行
わ
れ
る
観
音
堂
の
御
開

帳
を
同
じ
旧
暦
1
月
17
日
と
し
、

翌
朝
の
日
の
出
ま
で
執
行
す
る

五
穀
豊
穣
、
子
孫
長
久
な
ど
を

祈
願
す
る
神
事
で
あ
る
。

　

い
つ
果
て
る
と
も
し
れ
な
い

歌
舞
の
連
続
展
開
が
、
夜
の
と

ば
り
が
開
け
曙
光
が
現
れ
る

や
、
突
然
、
迎
え
た
神
々
を
送

り
返
す
厳
粛
で
哀
切
な「
鎮
め
」

の
儀
式
に
切
り
替
わ
り
、
一
期

一
会
の
今
年
の
祭
り
が
終
わ
る
。

そ
の
直
後
に
太
陽
が
昇
る
。

　

厳
寒
の
谷
間
は
日
が
輝
き
、

身
体
を
温
か
く
包
ん
で
く
れ

る
至
福
の
瞬
間
で
あ
る
。

　

信
毎（
2
／
22
付
）は
、「
長

い
歴
史
を
持
つ
神
事
は
、
能

衆
の
家
が
24
戸
か
ら
13
戸
に

減
少
す
る
今
も
、
男
子
の
世

襲
と
口
伝
に
よ
っ
て
守
ら
れ

て
い
る
」「
一
六
会
の
仲
間

が
見
守
っ
た
」と
写
真
入
り

で
報
じ
た
。

学
年
だ
よ
り

学
年
だ
よ
り

恩師を迎え還暦同窓会

晴耕雨読　（青藍先生の書・京都時代）

Ｏ
Ｂ
会  

更
な
る
支
援
を

澁
谷　

幸
雄

飯
田
高
校
剣
道
班

Ｏ
Ｂ
会
事
務
局

（
高
44
）

凍
み
る
朝
母
は
疾
く
起
き
味
噌
汁
を
作
り
く
れ
た
り
寒
稽
古
の
日
々
を

遠
道
を
通
ひ
来
て
学
校
に
着
き
し
頃
空
は
や
う
や
く
白
み
初
め
に
き

「
寒
さ
も
資
源
」と
教
へ
た
ま
ひ
し
寛
先
生
茅
野
の
寒
天
を
見
て
思
ひ
出
づ

（
中
42
）

三
石
　

尊

懐

旧

懐

旧

守屋宮司と一六会の仲間。足神神社拝殿にて

世代を超えて竹刀を交える

ある日の一水会風景

校
歌
物
語
⑦

作
詞
者 

福
沢
悦
三
郎（
青
藍
）

田中　正俊（高 16）
秋葉路の足神神社と
 西浦田楽

おらが同期の自慢ばなしおらが同期の自慢ばなしおらが同期の自慢ばなし

　

21
回
生
の
還

暦
同
窓
会
が
、

昨
年
11
月
20

日
、
１
４
０
人

も
の
出
席
を
得

て
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

思
い
は「
3

回
目
の
成
人

式
、
我
が
青
春

の
記
録
」、
在

校
当
時
に
戻
っ

て
当
時
を
懐
か

し
む
仕
掛
け
を

い
ろ
い
ろ
と
工
夫
。
毎
週「
土

テ
ス
ト
」が
組
ま
れ
た
当
時
の

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
や
、
高

松
パ
ン
の「
ア
ン
バ
タ
と
コ
コ

ク
リ
」が
記
念
品
。「
高
松
祭
、

強
歩
」そ
れ
に
当
時
の
出
来

事
、
続
い
て
旧
校
舎
の
様
子

や
最
後
は
天
文
台
を
取
り
壊

す
シ
ー
ン
を
上
映
。
当
時
は

女
子
学
生
が
少
な
く
、
男
同

士
で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

踊
っ
た
こ
と
、
強
歩
は
真
夜

中
長
距
離
を
歩
い
た
こ
と
、

そ
し
て
極
め
付
け
は
卒
業
時

に
は
東
大
の
入
試
が
中
止
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
、
当
時
を

懐
か
し
く
思
い
出
し
、
昔
話

に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
窓
生
で
あ
る

清
水
校
長
先
生
自
ら
の
案
内

で
新
し
い
校
舎
の
見
学
会
か
ら

始
ま
り
、
式
典
、
そ
し
て
酒
間

に
は
ク
ラ
ス
ご
と
の
一
芸
と
、

あ
っ
と
い
う
間
の
同
窓
会
、
42

年
の
時
間
の
隔
た
り
を
飛
び
越

え
た
ひ
と
時
で
し
た
。

　

平
成
10
年
9
月
。
飯
田
高
校

独
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
、
か
つ
て
同
じ
道
場

で
竹
刀
を
手
に
し
た
仲
間
に
よ

り
、
飯
田
高
校
剣
道
班
Ｏ
Ｂ
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
数
、
約
１
７
０
人
で
ス

タ
ー
ト
し
、
設
立
総
会
で
は
現

役
生
へ
校
章
入
り
の
胴
10
台
と

稽
古
時
に
合
図
と
し
て
使
用
す

る
和
太
鼓
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
「
剣
道
班
の
現
役
生
支
援
」

が
本
会
の
最
も
重
要
な
目
的
で

あ
り
、
金
銭
・
物
資
な
ど
の
支

援
と
共
に
、
春
と
夏
の
年
2
回

Ｏ
Ｂ
と
現
役
生
に
よ
る
合
同
稽

古
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

は
女
子
団
体
が
初
め
て
北
信
越

大
会
へ
出
場
し
好
成
績
を
残
し

て
お
り
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
会
も
年
々

規
模
を
拡
大
し
、
現
在
で
は

２
５
０
人
を
越
え
る
会
員
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
現
役
生
の
活

躍
を
願
い
、
更
な
る
支
援
の
為

に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
頻
繁
に

母
校
の
道
場
に

足
を
運
び
熱
心

に
指
導
を
す
る

会
員
も
み
ら

れ
、
平
成
11
年

に
は
男
子
団
体

で
12
年
振
り
と

な
る
北
信
越
大

会
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。
ま

た
平
成
19
年
に

　

飯
田
高
校
4
回

生
は
昭
和
27
年
に

卒
業
し
て「
学
若

し
な
ら
ず
ん
ば
死

す
と
も
帰
ら
ず
」

と
し
て
４
０
０
人

近
い
メ
イ
ト
た
ち

が
郷
関
を
巣
立
っ

て
い
っ
た
。
こ
の

中
で
80
人
近
い
メ

イ
ト
は
黄
泉
に
旅

立
っ
て
行
き
、
学
成
っ
て
帰
郷

し
た
り
家
庭
の
都
合
で
家
業
を

継
い
だ
り
し
た
50
余
人
は
飯
田

市
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
る
。

こ
の
在
郷
の
4
回
生
は
昭
和
52

年
か
ら
毎
月
第
1
水
曜
日
に

「
一
水
会
」
を
結
成
し
て
、
政

治
・
経
済
・
教
育
・
文
化
な
ど

に
つ
い
て
激
論
を
沸
か
せ
、
最

後
は
校
歌
の
1
番
を
詩
吟
調
で

吟
じ
、
続
い
て
4
番
ま
で
の
校

歌
と
勝
利
の
曲
で
終
わ
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　

今
年
6
月
の
一
水
会
で

４
０
８
回
と
な
り
、
こ
の
う
ち

毎
年
12
月
に
は
高
森
町
湯
ヶ
洞

温
泉
で
泊
ま
り
込
み
例
会
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
7
年

ご
と
の「
お
練
り
例
会
」
や
異

郷
の
メ
イ
ト
が
帰
郷
し
た
時
に

は
臨
時
例
会
を
開
い
た
り
し
て

旧
交
を
温
め
る
た
め
の「
友
情

例
会
」も
開
い
て
、
お
互
い
に

エ
ー
ル
の
交
換
を
行
っ
て
親
交

を
深
め
て
い
る
。

42年の時間を超えたひと時
増田　重穂 （高21）

9 月 23日（金・祝） 13 時 30分開演
飯田市公民館 500 円

第 3回 同窓会合唱同好会 定期演奏会第 3回 同窓会合唱同好会 定期演奏会

共演：飯田高等学校合唱班 共催：飯田高等学校・同窓会

合唱団合唱団 あかいしあかいし
9 月 23日（金・祝） 13 時 30分開演
飯田市公民館 500 円（中学生以下無料）
♪♬組曲「山に祈る」「信濃讃歌」「あしたのために」他…♬♪

「一水会」の固い結束
平澤　秀明（高 4）
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27
歳
の
時
、
両
親
を
手
伝
う

形
で
本
校
の
購
買
を
受
け
持
っ

た
。
以
来
40
年
余
。「
お
ば
ち
ゃ

ん
、
こ
ん
な
の
が
あ
っ
た
ら
便

利
」「
お
ば
ち
ゃ
ん
、こ
ん
な
の

置
い
て
よ
」。
そ
ん
な
要
望
に

耳
を
傾
け
、
文
房
具
か
ら
生
活

雑
貨
ま
で
商
品
を
増
や
し
て
き

た
。
旧
校
舎
、
プ
レ
ハ
ブ
、
新

校
舎
。
い
つ
の
時
も
変
わ
ら
ず

生
徒
た
ち
に
寄
り
添
っ
た
。

　

自
宅
か
ら
学
校
ま
で
は
2
〜

3
㎞
。
歩
い
て
通
い
続
け
た

が
、
最
近
は
少
し
ず
つ
距
離
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
電
車
を

使
う
こ
と
も
増
え
て
い
た
と
い

う
。「
気
持
ち
は
何
も
変
わ
ら

ん
の
だ
け
ど
、
よ
く
考
え
て
み

た
ら
歳
だ
な
あ
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
」。
寂
し
い
気
持
ち
を

抑
え
つ
つ
、
引
退
を
決
意
し
、

学
校
に
伝
え
た
。

　

3
学
期
の
購
買
室
。
次
々
と

　

学
校
購
買
室

の
柏
原
俊
子
さ

ん（
70
）
が
自
身

の
高
齢
を
理
由
に

3
月
末
で
引
退
し

た
。“
購
買
の
お
ば

ち
ゃ
ん
”の
名
で

親
し
ま
れ
、
40
年

余
。「
生
徒
さ
ん
た

ち
の
お
か
げ
で
こ

こ
ま
で
続
け
ら
れ

た
」
と
感
謝
を
口

に
し
て
い
る
。

足
を
運
ぶ
生
徒
た
ち
に「
こ
ん

に
ち
は
」と
声
を
掛
け
る
お
ば

ち
ゃ
ん
。「
割
り
箸
あ
る
？
」「
ま

だ
パ
ン
残
っ
て
る
？
」と
生
徒

た
ち
。
響
く
声
は
今
も
昔
も
同

じ
だ
っ
た
。

　
「
生
徒
さ
ん
、卒
業
生
の
み
な

さ
ん
、
長
い
間
、
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」

　
　
　

   

佐
々
木
崇
雅（
高
48
）　

昨
年
、
会
報
64
号
で
図
書

委
員
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま

し
た（
生
徒
目
線
の
飯
田
高
校

１
１
０
年
史
）。
委
員
会
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
独
特
な
結

び
つ
き
が
あ
り
、
普
段
か
ら
ま

る
で
部
活
動
の
よ
う
な
印
象
を

受
け
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
2

月
、
か
つ
て
の
委
員
た
ち
が
各

地
か
ら
図
書
館
に
大
勢
集
ま

り
、往
時
を
懐
か
し
み
ま
し
た
。

　

毎
年
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た

図
書
委
員
会
主
催
の
百
人
一
首

大
会
が
、
今
年
も
1
月
に
30
人

（
男
女
半
々
）の
参
加
者
を
得

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
白
熱
の

優
勝
争
い
を
制
し
た
の
は
昨
年

に
引
き
続
い
て「
飯
田
あ
す
な

ろ
か
る
た
会
」所
属
で
2
年
生

の
塚
田
友
梨
子
さ
ん
で
し
た
。

な
お
塚
田
さ
ん
は
、
2
年
連
続

で「
歌
か
る
た
」の
全
国
大
会
に

も
出
場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

平成 23年度大学等合格者数一覧表平成 23年度大学等合格者数一覧表
　国公立大学合格者は現浪あわせて152人。医学部医学科に6人で内5人が現役。また名大へ現役で8人な
ど難関国立大学に多数合格。有名私立大学への合格者も多数。就職者は公務員2人。（平成23年3月31日現在）
学 校 名 現 卒 学 校 名 現 卒 学 校 名 現 卒 学 校 名 現 卒
北 海 道 1 1 都 留 文 科 3 0 帝 京 1 2 中 京 11 3
北 海 道 教育 0 1 山 梨 県 立 2 0 東 海 8 5 中 部 3 0
東 北 3 0 長 野 県 看護 2 0 東 京 家 政 1 0 名古屋外国語 10 0
茨 城 1 2 愛 知 県 立 1 0 東 京 工 科 6 0 名 古 屋 学院 1 0
筑 波 7 1 滋 賀 県 立 0 1 東 京 女 子 3 2 名 古 屋 経済 1 0
宇 都 宮 1 0 京 都 府 立 1 0 東 京 電 機 1 2 名 古 屋 造形 1 0
埼 玉 3 1 大 阪 府 立 1 0 東 京 農 業 9 2 名 古 屋 商科 2 0
千 葉 6 1 神 戸 市 外語 1 0 東 京 薬 科 2 0 名 古 屋 女子 1 1
お茶の水女子 2 0 北 九 州 市立 1 0 東 京 理 科 1 2 藤田保健衛生 11 3
電 機 通 信 2 0 宮 崎 公 立 1 0 東 洋 9 4 南 山 14 1
東 京 0 1 公立大学計 23 2 東 邦 3 0 日 本 福 祉 7 0
東京医科歯科 1 0 東 北 薬 科 1 0 日 本 24 6 名 城 10 1
東 京 外 国語 2 0 国際医療福祉 1 0 日 本 歯 科 1 0 豊 橋 創 造 1 0
東 京 学 芸 1 0 白 鴎 1 0 日 本 女 子 2 1 東 海 学 園 6 0
東 京 海 洋 2 0 明 海 1 0 法 政 25 3 鈴鹿医療科学 2 0
東 京 農 工 1 0 城 西 4 0 日本赤十字看護 1 0 京 都 産 業 5 0
横 浜 国 立 1 1 獨 協 3 0 武 蔵 1 0 京 都 女 子 1 0
新 潟 1 1 文 教 7 2 東 京 都 市 2 1 京都造形芸術 1 0
上 越 教 育 1 0 文 京 学 院 1 0 武 蔵 野 美術 1 1 佛 教 2 0
富 山 1 0 神 田 外 語 2 0 武 蔵 野 1 0 京 都 外 国語 3 0
金 沢 3 2 帝 京 平 成 4 0 明 治 14 1 同 志 社 3 5
福 井 2 0 デジタルハリウッド 1 0 明 治 学 院 5 3 同 志 社 女子 5 0
山 梨 4 3 東京医療保健 4 0 立 教 16 5 立 命 館 18 14
信 州 32 3 亜 細 亜 3 0 明 治 薬 科 1 0 龍 谷 7 0
静 岡 3 1 青 山 学 院 12 2 早 稲 田 1 6 京 都 薬 科 3 0
浜 松 医 科 0 1 大 妻 女 子 2 0 神 奈 川 工科 3 1 関 西 1 1
愛 知 教 育 1 0 学 習 院 4 1 神 奈 川 17 0 近 畿 6 3
名 古 屋 8 1 北 里 2 1 関 東 学 院 2 1 大 阪 医 科 1 0
三 重 2 0 杏 林 3 2 東 京 工 芸 6 2 大 阪 薬 科 1 0
滋 賀 医 科 1 0 慶 應 義 塾 4 2 日 本 文 化 1 0 関 西 学 院 4 1
京 都 1 0 工 学 院 1 0 明 星 1 0 神 戸 学 院 3 1
大 阪 1 0 國 學 院 2 0 新潟医療福祉 1 0 広 島 修 道 1 0
神 戸 1 0 国 士 舘 1 0 金 沢 工 業 5 0 福 岡 1 0
和 歌 山 1 0 駒 澤 8 6 山 梨 学 院 5 0 立命館アジア太平洋 2 0
鳥 取 0 1 国 立 音 楽 1 0 福 井 工 業 2 0 その他私立大学 5 9
島 根 2 2 実 践 女 子 6 0 諏訪東京理科 2 0 私立大学合計 509 142
岡 山 0 1 芝 浦 工 業 1 3 静 岡 理 工科 1 0 長 野 県 短大 2 0
徳 島 1 0 順 天 堂 3 0 東 海 学 院 1 0 共立女子短大 1 0
香 川 1 0 上 智 6 2 岐阜聖徳学園 2 0 飯田女子短大 2 0
琉 球 1 0 昭 和 1 0 岐阜医療科学 3 2 そ の 他 短大 5 1
国立大学計 102 25 昭 和 女 子 1 0 浜 松 1 0 短 大 計 10 1
高 崎 経 済 3 0 昭 和 薬 科 3 0 名 古 屋 学芸 1 0 長野赤十字看護専門 1 0
群馬県立女子 1 0 成 蹊 4 0 星 城 3 0 諏訪中央病院看護専門 1 0
埼 玉 県 立 1 0 成 城 5 4 愛 知 6 0 国立名古屋医療センター 1 0
千葉県立保健医療 1 0 専 修 20 3 愛 知 学 院 4 0 トヨタ看護専門 1 0
首都大学東京 2 0 拓 殖 3 1 愛 知 医 科 2 0 文化服装学院 1 0
横 浜 市 立 1 0 大 東 文 化 2 0 愛 知 工 業 2 1 日本美容専門 1 0
富 山 県 立 0 1 玉 川 1 0 金 城 学 院 2 0 その他専修学校 10 0
石 川 県 立 1 0 中 央 13 15 椙 山 女 学園 1 2 専修学校計 16 0

【季節の野鳥】ヤマセミ　特異な形態、生態をもつブッポ
ウソウ目に属し、個体数は多くないが、北海道から九州の
各地の河川周辺に生息する留鳥、大きさはハトくらい、特
徴的なキャラッキャラッという鳴き声を発する。カワセミ
と同じように空中にホバリングし魚などに狙いを定め、くち
ばしから水中に突入して捕食する。警戒心が強く、天竜川
にいてもなかなか見られない。2011年1月に弁天橋に沿っ
て張られた電線に毎朝とまっていたが、残念ながらカラス
に追われるようになり姿を消した。
　　　　　　　　　　撮影　母校教諭　三石友規（高26）

平成 23年度大学等合格者数一覧表

　

昨
年
11
月
18
日
、
1
学
年
の

進
路
指
導
の
一
環
と
し
て
、
毎

年
恒
例
の
社
会
人
講
話
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

地
元
で
活
躍
す
る
同
窓
生
を

中
心
に
、
11
人
の
講
師
を
お
招

き
し
ま
し
た
。

　

生
徒
は
希
望
の
分
野
に
分
か

れ
、
各
分
野
に
お
い
て
現
役
で

活
躍
し
て
い
る
方
々
の
お
話
を

熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。
終

了
後
に
集
め
た
感
想
の
い
く
つ

か
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
銀
行
は
日
本
の
政
治
、
経

済
に
関
す
る
事
柄
が
明
確
に
わ

か
る
仕
事
と
い
う
こ
と
で
興
味

が
持
て
た
。
高
校
で
学
ぶ
こ
と

は
将
来
の
基
礎
と
な
り
、
ま
た

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
関
わ
れ

る
重
要
な
時
期
だ
と
聞
い
た
。」

（
経
済
・
金
融
）

　
「
お
話
を
聞
い
て
、自
分
は
一

人
じ
ゃ
な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
な

人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て

い
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
、
福
祉

だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
奥
深
い

も
の
を
話
し
て
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
し
た
。」（
福
祉
）

　
「
教
育
の
現
場
は
つ
ら
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
と
て
も

楽
し
い
場
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
し
、
人
と
接
す
る
こ
と

で
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る

　

今
年
1
月
、本
校
に
て「
第
16

回
全
日
本
高
等
学
校
書
道
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
会
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
年
を
追
っ
て
参
加
校

が
増
え
て
き
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
過
去
16
回
で
最
多
の

２
５
０
校
か
ら
1
万
４
１
６
４

点
も
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
書
道
教
諭
12

名
に
よ
っ
て
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

審
査
結
果
は
2
月
1
日
に
発

表
さ
れ
、
部
門
賞（
最
高
賞
）に

輝
く
作
品
60
点
が
正
面
玄
関
ロ

ビ
ー
に
展
示
さ
れ
、

本
校
生
徒
を
は
じ

め
、
地
元
の
高
校
生

な
ら
び
に
一
般
の
方

が
次
々
と
訪
れ
、
全

国
か
ら
選
ば
れ
た
作

品
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
お
隣
の
飯
田

女
子
高
校
か
ら
も
、

生
徒
30
人
と
先
生
が

来
校
し
て
作
品
を
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

去
る
6
月
15
日
、
岐
阜
県
先

端
科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー

（
瑞
浪
市
）に
て
、
実
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
実
験
の
実
演
が

見
ら
れ
る
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

の
後
、「
電
子
顕
微
鏡
と
極
低

温
の
世
界
」と
い
う
題
目
で
の

講
義
と
、
実
験
の
実
演
を
通
し

て
の
学
習
を
午
前
中
に
行
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
午
後
に
は
、

「
液
晶
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み

よ
う
」、「
糸
電
話
か
ら
光
通
信

へ
」と
い
う
２
つ
の
サ
イ
エ
ン

ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
、

実
際
の
実
験
を
グ
ル
ー
プ
別
に

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
習
は
、
1
年
次
に

学
習
し
た
化
学
の
復
習
、
2
年

次
に
学
習
し
て
い
る
物
理
、
生

物
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
こ

と
が
主
た
る
目
的
で
し
た
。

  

終
了
後
の
ま
と
め
の
レ
ポ
ー

ト
を
見
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
課
題

を
も
っ
て
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
貴
重

な
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

理
数
科
担
任  

松
澤
一
弘（
高
35
）

の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。」（
教
育
）

　

講
師
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

①
八
十
二
銀
行
飯
田
支
店　

	

小
林　

亮
夫（
高
25
）

②
波
多
野
医
院

	

波
多
野
剛
之（
高
22
）

③
瀬
口
脳
神
経
科
医
院

	

東
田　

千
浪（
一
般
）

④
信
州
日
報
社

	

岡
田　

倫
英（
高
44
）

⑤
信
南
交
通
㈱

	

久
保
田
章
弘（
高
40
）

⑥
多
摩
川
精
機
㈱

	

関　
　

重
夫（
高
22
）

⑦
川
島
一
慶
法
律
事
務
所

	

川
島　

一
慶（
高
30
）

⑧
下
伊
那
地
方
事
務
所
林
務
課

	
今
尾　

春
彦（
高
42
）

⑨
飯
田
市
浜
井
場
小
学
校

	
熊
谷　

芳
巳（
高
23
）

⑩
飯
田
市
役
所
工
業
課

	

竹
前　

雅
夫（
高
28
）

⑪
飯
田
商
工
会
議
所

	

柴
田　

忠
昭（
高
13
）

理
数
科
特
別
講
座

理
数
科
特
別
講
座

理
数
科
特
別
講
座

理
数
科
特
別
講
座

「
電
子
顕
微
鏡
と
極
低
温
の
世
界
」

よ
う
こ
そ
母
校
へ

よ
う
こ
そ
母
校
へ

1
学
年
社
会
人
講
話

1
学
年
社
会
人
講
話

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

先輩の話を聴く 1年生

実験に興味津々

百
人
一
首
大
会

百
人
一
首
大
会

図
書
委
員
Ｏ
Ｂ
会

図
書
委
員
Ｏ
Ｂ
会

図
書
委
員
Ｏ
Ｂ
会

ハイレベルな上位戦

名物おばちゃん引退
　　購買室受け持ち 40 年余
名物おばちゃん引退
　　購買室受け持ち 40 年余

作品に見入る在校生
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山
崎
志
朗
氏 

逝
去

編
集
を
終
え
て

編
集
を
終
え
て

委 

員 

長	

中
島　

正
韶	

高
11

副
委
員
長	

平
沢　

忠
明	

高
17

委　
　

員	

小
林　
　

泉	

高
７

	

小
林　

賢
二	

高
12

	

戸
谷　

広
恵	

高
15

	

北
原　

和
子	

高
16

	

原　

佐
代
子	

高
17

	

宇
佐
美
庸
子	

高
18

	

上
沼　

君
平	

高
19

	

福
島　

砂
美	

高
19

	

宮
嶋　

孝
彦	

高
19

	

木
下　

博
文	

高
20

	

林　

勢
紀
子	

高
25

	

池
田　
　

崇	

高
48

	

佐
々
木
崇
雅	

高
48

学
校
委
員	

三
石　

友
規	

高
26 

	

中
原　

直
子	

高
28 

	

下
平
理
恵
子	

高
55 

交
流
の
頁	

入
山　

本
一	

高
6	

	

岡
嶌　

武
志	

高
18

	

平
栗　

敬
之	

高
20

	

熊
谷　

仁
志	

高
29	

事 

務 

局	

井
出　

雅
陽	

高
17

	

小
林　

朱
美	

高
19

〔
中
回
生
〕

26
中
村　

愛
三
Ｓ
44
・
1
・
14

28
熊
谷　

元
一　

22
・
11
・
6

31
前
澤　

俊
郎　

22
・
6
・
11

32
池
田　

英
男　

22
・
9
・
25

34
関
島
伊
佐
男　

22
・
9
・
13

35
内
藤　

義
圓　

21
・
9
・
3

35
萩
原　

嘉
通　

22
・
3
・
11

36
小
幡　

知
法　

22
・
10
・
21

36
中
塚　

春
男　

23
・
3
・
30

36
林　
　
　

浩　

22
・
6
・
18

36
水
野　
　

弘　

22
・
5
・
26

36
宮
内　
　

敏　

22
・
8
・
3

38
小
坂　

樹
徳　

22
・
8
・
3

39
金
井　

三
好　

22
・
10
・
25

39
竹
村　

重
人　

22
・
11
・
3

39
古
田　

實
雄　

22
・
12
・
21

40
北
原　
　

昇　

22
・
6
・
21

40
熊
谷　
　

博　

22
・
3
・
24

40
浜
本　
　

洋　

22
・
12
・
5

40
松
澤　

義
人　

22
・
6
・
3

41
岡
田　

善
裕　

23
・
3
・
22

41
小
林　

政
雄　

22
・
6
・
18

42
小
林　

茂
英　

22
・
12
・
29

42
三
石　

信
義　

22
・
11
・
15

43
髙
原　

昭
二　

21
・
8
・
16

43
野
邑　

昭
雄　

23
・
1
・
6

45
岡
庭　

岩
雄　

22
・
6
・
20

45
北
原　

義
信　

22
・
12
・
28

45
関
島
喜
徳
郎　

23
・
2
・
22

45
山
内　

達
雄　

21
・
11
・
29

46
市
瀬　

文
博　

22
・
5
・
3

46
今
村　

八
束　

22
・
10
・
17

46
江
塚　

文
男　

22
・
10
・
12

46
戸
田　

幸
男　

22
・
6
・
8

47
市
瀬　

伸
一　

22
・
9
・
25

〔
併
回
生
〕

2
矢
澤
敬
一
郎　

21
・
5
・
3

〔
高
回
生
〕

2
今
村　

大
禄　

22
・
12
・
6

2
片
桐　
　

正　

22
・
1
・
28

2
塚
田　

英
治　

23
・
3
・
4

2
長
谷
川　

陵　

22
・
3
・
13

3
岡
井　

洋
人　

23
・
2
・
5

3
葛
岡　

偉
利　

22
・
7
・
1

4
宮
内　

郁
夫　

22
・
10
・
6

5
中
島　
　

皓　

22
・
10
・
21

5
山
田　

慶
浩　

17
・
2
・
12

6
岩
下　
　

繁　

23
・
1
・
6

6
押
田　
　

司　

22
・
12
・
19

6
片
桐　

司
郎　

23
・
2
・
24

6
金
本　

潤
生　

23
・
2
・
7

6
佐
々
木
敏
文　

22
・
10
・
18

6
原　
　

喬
志　

22
・
8
・
24

7
市
瀬　

柏
雄　

22
・
12
・
27

7
後
藤　
　

晋　

23
・
3
・
19

7
中
平　

正
信　

22
・
12
・
21

7
山
崎　

志
朗　

23
・
1
・
17

8
舘
林　

桂
三　

23
・
1
・
13

9
牧
野
内
憲
司　

21
・
10
・
7

10
南
嶋　

和
男　

22
・
7
・
22

11
塩
澤　

正
人　

23
・
2
・
10

11
増
田　

哲
夫　

18
・
12
・
19

12
井
深　

靖
彦　

22
・
6
・
24

12
坂
巻　

高
三　

22
・
5
・
30

13
宮
下　

勝
彦　

12
・
9
・
10

14
有
賀　
　

博　

19
・
12
・
26

14
下
平　

邦
昭　

22
・
8
・
21

14
宮
下　

正
隆　

18
・
11
・
14

15
小
林　

恭
子　

22
・
4
・
9

15
三
澤　

五
郎　

15
・
10
・
24

16
小
木
曽
昌
三　

22
・
5
・
17

17
西
澤
由
理
子　

22
・
3
・
2

17
宮
下　

憲
二　

23
・
2
・
4

18
岩
井　
　

喬　

22
・
10
・
9

18
小
嶋　

啓
史　

22
・
10
・
9

18
鈴
木　

佑
治　

22
・
7
・
14

18
中
村　

昭
雄　

22
・
10
・
12

22
原　
　
　

健　

22
・
11
・
12

26
佐
藤　

恵
子　

22
・
2
・
7

37
林　
　

裕
高　

22
・
8
・
8

54
竹
内　

洋
平　

22
・
12
・
6

（中36）

（中 43）

（高 22）

（高 11）

（高 16）

（高 8）

【書　籍】
  「群峰」「ひびきあう山河」
  「満蒙開拓青少年義勇軍」
   …………………… 池田　錬二
  「価値ある人生構築の為の企業経営」 
 …………………… 後藤　　正
  「稲穂」第7号　　……… 在京飯田高校同窓会
  「現代日本の教育改革」
  「近代日本教育費政策史」 
 …………………… 井深　雄二
  「伊那谷の地名2」伊那谷地名研究会編
 ……… 中島　正韶
  「であい　国立劇場の夏」
　第21回全国高等学校総合文化祭優秀校東京公演記録集
　　　　　　　………………… 飯田高校邦楽班
  「黄水仙」句集 …………… 岡田良允
【書】
  「洗心」額付 …………… 吉川鎭守

○

○

○

○

○

○

○

○

○

寄
贈
品
の
紹
介

◆
今
年
は
90
歳
、
小
生
は
飯
田

市
本
町
2
丁
目
で
生
れ
る
。
本

籍
は
飯
田
、
い
ず
れ
は
、
正
永

寺
に
葬
ら
れ
ま
す
。
現
在
は
腰

痛
で
一
人
生
活
で
、
ヘ
ル
パ
ー

と
娘
の
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

　

飯
田
で
同
窓
会
は
4
年
前
頃

ま
で
は
よ
く
や
り
ま
し
た
。
今

は
上
郷
の
松
澤
潤
君
ぐ
ら
い
し

か
知
ら
な
い
。
年
を
と
る
と
県

内
の
温
泉
に
行
く
の
が
、
た
の

し
み
と
な
っ
て
い
る
。
同
窓
諸

氏
の
活
躍
を
祈
り
ま
す
。
乱
筆

に
て
。	

原　

蓁
哉（
中
38
）

◆
元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

同
期
も
ハ
リ
キ
ッ
テ
い
ま
す
。

同
窓
会
報
を
読
む
こ
と
が
出
来

る
こ
と
は
誇
り
と
思
い
ま
す
。

旧
中
47
回
中
京
地
区
年
に
数
回

会
合
を
も
ち
共
に
励
ま
し
合
っ

て
美
酒
を
頂
き
、
伊
那
の
ツ
マ

ミ
で
益
々
元
気
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
母
校
の
益
々
の
躍
進
を

お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

	

原　

規
道（
中
47
）

◆
第
64
号
を
拝
見
、
１
１
０
周

年
の
記
念
式
典
も
含
め
充
実
し

た
記
事
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
ピ
ア
ノ
、邦
楽
班
、獅
子
舞

等
、
飯
田
高
校
&
飯
田
市
の
取

組
み
が
良
く
判
り
ま
す
。
そ
の

宛
名
の
数
字
・

　
　
　
記
号
の
意
味

意
味
で“
ふ
る
さ
と
を
元
気
に

し
隊
”の
活
動
に
期
待
し
て
い

ま
す
。
又
校
歌
物
語
は
廃
藩
置

県
の
具
体
的
な“
飯
田
”の
様
子

が
初
め
て
判
っ
た
次
第
で
す
。

事
務
局
一
同
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

	

加
納　

宏（
高
4
）

◆
同
窓
会
報
第
64
号
拝
受
し
ま

し
た
。「
交
流
の
頁
」と
共
に「
ふ

る
さ
と
を
元
気
に
し
隊
」活
動

に
共
鳴
し
て“
貧
者
の
一
灯
”を

気
持
ば
か
り
寄
付
し
た
に
も
拘

ら
ず「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」ま
で
掲
載

し
て
下
さ
り
、
恐
縮
し
て
い
ま

す
。兄
平
澤
秀
明
、同
期
生
平
沢

義
郎
君
の
時
代
を
超
え
て「
会

報
」が
充
実
し
た
こ
と
は
喜
び

で
す
。皆
さ
ん
の 

“
手
弁
当
”の

活
動
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
お

元
気
で
。	

岡
野
孝
明（
高
6
）

◆
15
年
間
の
札
幌
生
活
か
ら
主

人
の
故
郷
で
あ
り
息
子
達
の
故

郷
で
も
あ
る
千
葉
の
地
に
戻
る

事
が
出
来
、心
身
共
に
、ほ
っ
と

し
て
落
ち
着
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
魚
・
野
菜
・
果
物（
梨
・

ブ
ド
ウ
等
）が
新
鮮
で
美
味
し

く
て
、
少
し
は
太
れ
る
か
な
？

と
期
待
し
て
い
ま
す
が
ー
。
特

に
房
州
の
女
の
人
は
太
っ
腹ぱ

ら

で

気
っ
ぷ
が
よ
く
温
か
い
で
す
。

（
主
人
の
兄
嫁
、
妹
達
も
含
め

て
）又
何
よ
り
も
気
候
が
温
暖

で
す
か
ら
。
石
井
公
子（
高
7
）

◆
岐
阜
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
で

コ
ー
チ
す
る
と
共
に
自
己
健
康

維
持
を
計
っ
て
い
ま
す
。
シ
ニ

ア
の
ゲ
ー
ム
も
時
々
行
っ
て
い

ま
す
。
去
年
も
現
役
決
勝
の
応

援
に
行
き
ま
し
た
。
も
う
一
歩

の
と
こ
ろ
、
健
闘
で
し
た
。

	

竹
村
直
士（
高
7
）

◆
か
つ
て
飯
田
高
松
高
校
→
飯

田
高
校
に
奉
職
し
て
い
ま
し
た

「
ミ
ケ
」こ
と
北
原
謙
司
と「
大

菩
薩
峠
」作
者
中
里
介
山
と
の

邂
逅
を
著
し
た『
大
菩
薩
峠
余

聞
』を
、
昨
年
9
月
18
日
か
ら

「
南
信
州
新
聞
」
に
全
20
回
に

わ
た
り
連
載
し
ま
し
た
。

　

尚
、掲
載
し
た
も
の
は「
南
信

州
新
聞
」ネ
ッ
ト
、又
は
私
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。（
飯

田
春
介
名
）	

	

北
原
正
彬（
高
14
）

倉
持（
長
尾
）惠
子（
高
14
）

◆
64
歳
で
リ
タ
イ
ア
し
、

以
後
コ
ー
ラ
ス
・
水
泳
・

ゴ
ル
フ
と
遊
び
に
夢
中
で

す
。   

中
田　

篤（
高
14
）

◆
主
と
し
て
中
高
年
齢
者

を
会
員
に
北
は
北
海
道
か

ら
南
は
沖
縄
ま
で
大
正
琴

教
室
を
事
業
と
し
て
展
開

し
て
来
ま
し
た
。
今
年
は

「
大
正
琴
」
が
誕
生
し
て

百
年
。
大
正
元
年
に
日
本

人
が
作
っ
て
売
り
出
し
た

楽
器
で
す
。
母
校
も
邦
楽
班
の

活
躍
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
弊
会
も
今
年
は
武

道
館
で
一
万
人
以
上
の
出
演
者

が
集
う
全
国
大
会
を
開
催
、
一

世
紀
を
経
た
大
正
琴
を
日
本
の

和
楽
器
と
し
て
次
世
代
に
継
承

す
べ
く
活
動
中
で
す
。

	

北
林　

豊（
高
21
）

◆
大
学
卒
業
以
来
17
年
近
く
、

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
の
道
一
筋
に
努

力
し
て
き
ま
し
た
が
、
21
年
暮

に
念
願
叶
っ
て
赤
坂
見
付
に

「
テ
ィ
ア
レ
」
と
い
う
店
を
開

店
致
し
ま
し
た
。（
２
０
０
４
年

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
技
能
大
会
で
グ

ラ
ン
プ
リ
獲
得
）

水
澤（
伊
坪
）泰
彦（
高
42
） 　

写
真
家
・
童
画
家
と
し
て
ひ

ろ
く
知
ら
れ
る
熊
谷
元
一
先
生

（
中
28
）が
昨
年
11
月
、
１
０
１

歳
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
代

表
作
に『
会
地
村
』『
一
年
生
』

『
画
集
熊
谷
元
一
の
世
界
』
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
農
村
で
暮
ら

す
人
々
を
温
か
な
ま
な
ざ
し
で

70
年
以
上
に
わ
た
っ
て
写
し
続

け
た
生
活
記
録
写
真
は
多
く
の

受
賞
を
重
ね
ま
し
た
。
絵
本
の

代
表
作『
二
ほ
ん
の
か
き
の
き
』

は
68
年
の
刊
行
以
来
30
年
間
で

１
１
１
万
部
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

　

会
報
第
51
号
の
一
面
に
、
飯

田
高
生
が
風
越
山
の
麓
で
校
歌

を
歌
っ
て
い
る
童
画
が
、
ま
た

61
号
に
は
１
０
０
歳
誕
生
日
を

迎
え
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

   

原
佐
代
子（
高
17
・
教
え
子
）

　
　
　
　

   

北
原
和
子（
高
16
）　

平
成
7
年
か
ら
3
年
間
校
長

を
、
平
成
10
年
か
ら
本
会
顧
問

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

◆
い
つ
も
ご
連
絡
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
定
期
総
会
に
初

め
て
出
席
さ
せ
て
頂
き
、
三
七

会
幹
事
の
方
々
の
ご
努
力
に
感

激
致
し
ま
し
た
。
鎮
西
康
雄
氏

の
講
演
は
明
快
で
し
た
し
、
懇

親
会
の
飯
田
の
大
名
行
列
の
伝

承
の
技
は
お
見
事
で
し
た　

同

窓
会
報
は
楽
し
み
に
拝
読
し
て

お
り
ま
す
。
私
は「
源
氏
物
語

講
座
」
―
口
語
訳
付
原
文
で
読

む
会
―
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
始

め
て
二
年
目
で
す（
昔
の
同
僚

と
お
茶
の
先
生
方
と
）。楽
し
く

て
、
よ
い
勉
強
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

本
㌻
に
「
会
員
か
ら
の
お
便

り
」
が
載
っ
て
い
ま
す
が
、
93

歳
で
亡
く
な
っ
た
大
先
輩
の
ご

遺
族
か
ら
「
父
は
最
後
ま
で
同

窓
会
報
を
み
て
お
り
ま
し
た
。

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
の
お
便
り
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
拝
読
し
、
こ
れ
か
ら
も

い
い
同
窓
会
報
を
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
、
と
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。（
平
沢
忠
明
）

○ ○○○ ○○○

0 ＝ 中
1 ＝ 併
2 ＝ 高

回数
学年

学年内の
番号

（五十音順）

〒  郵便引落
K  高齢者会費免除
S  終身会費納入済
M  23年度会費未納
O  会費前納済

会
員
か
ら
の

お
便
り

会
員
か
ら
の

お
便
り

会
員
訃
報

平成 22年 10 月 23 日　北原功雄氏より（高 32）
5万円寄付

平成 23年 1月 18 日　萩本博幸氏より（中 46）
平成 23 年 3月 3日　平田　達氏より（中 47）

10万円寄付

編
集
委
員

飯田高校教育振興基金
・
寄
贈
絵
画
額
、
取
付

・
大
会
議
室
エ
ア
コ
ン

・
体
育
館
内
放
送
用
ワ
イ

　

ヤ
レ
ス

・
高
松
塾
助
成
金

・
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
管
理
用
サ
ー

　

バ
ー
一
式

・
図
書
館
パ
ソ
コ
ン
一
式

・
天
体
望
遠
鏡
維
持
費

　　

平
成
22
年
度
の
支
援
内
容

は
以
上
で
す
。
こ
の
支
援
が

で
き
る
の
も
皆
様
の
寄
付
の

お
陰
で
す
。
今
後
と
も
多
数

の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

   

（
受
付　

同
窓
会
事
務
局
）

図書館パソコン一式

熊
谷
元
一
先
生
逝
去

百ひ
ゃ
く

一い
ち

の

　
葬
儀
に
で
か
け
し

 

　
　
　
　
　「
一
年
生
」

　
　
還
暦
過
ぎ
の

　
　
　
　
　
面
輪
で
語
る

寄贈本



飯 田 高 等 学 校 同 窓 会 報平成 23 年（2011 年）5月 1日 第 65 号

〔 8 〕

日　時： 平成 23年 6月26日㈰
 11 時～ 15時（受付 10時半より）
会　場： メルパルク京都
 電話 075-352-7444
 JR 京都駅中央口を出て右へすぐ
会　費： １０,000 円　ご家族８,000 円
講　演：今村博昭様 (高 14、日本遠隔制御取締役）

 演題「小型人工衛星・まいど1号」

関西支部・第48回総会のご案内

支部長 三沢謙一（高 5）
副支部長（京都） 若尾一郎（高 5）
事務局長 中村　毅 （高 17）

問合せ先：幹事（京都）　 山田孝久（高 18）
　　　　　　　　電話 075－645－9532

小澤接骨院小澤接骨院小澤接骨院
（高 25 回）小 澤 雄 司院　長

松川町元大島 1651－2
℡0265（36）6050　Fax0265（36）6441

鍼灸・接骨・スポーツトレーナー

（高 7回）小 池 亮 一副会長

（高 5回）澤 柳 紀 彦会 長

（高 7回）朝 比 久 雄支部長

明治から平成と続く連綿たる伝統

各界で活躍するオールドボーイ

例会は毎夏8月15日、母校コートへお出かけください！

ソフトテニス班OB会

【南信州地酒の王様宣言】
飯伊、幻の酒造米「たかね錦」100％使用　猿庫水系の水
伝統の技・新しい酒造理念・流通のコラボ

㈲五十君商店 社長 五十君親彦（高22回）

飯田市鼎小学校まえ　TEL（0265）22-0777㈹

コンビニエンスとお酒の専門店

松川蔵 3種勢揃い美味
特別本醸造酒・純米原酒・うすにごり生原酒

飯田切石店・飯田市鼎切石4644-2
蕁（0265）22-3526

（高 7回）小 池 亮 一代表取締役

　 〃 　

　 〃 　

首都圏支部   在京飯田高校同窓会

小 椋 貞 夫（高 5 回）会　　　　長

平 田 　 達顧 問

（高 2 回）

（中47回）

岡 村 隆 臣相 談 役

西 村 清 一（高 7 回）副 会 長

（高13回）下 井 善 廣

佐 々 木 康 夫（高15回）

（高 11 回）本 島 　 信　 〃 　

大 原 　 直（高21回）事務局次長

佐 々 木 康 夫＊（兼 任）

首都圏にお住まいの皆さん、奮ってご参加ください
総　会 平成23年11月12日㈯
 　　　　　　　　　　午後1：00～4：30
場　所 アルカディア市ヶ谷（私学会館）

事務局長

飯田市主税町 33
TEL 0265－23－3274

（高15回）湯沢八重子

情 報 委 員

松 島 信 幸（高 2 回）
山 田 博 章（高 4回）

桜 田 憲 夫（高11回）

木　村　美智子（高14回）
小 川 文 雄（高15回）事務局会計

同窓会　高森支部
支 部 長

副 支 部 長

副 支 部 長

郷土の隠れた偉人を発掘して
20 年、今年も日本講談協会の
会長　神田紅師匠が演じます。
　　　　　　　　　　ぜひご来場ください

本年度公演予定 開催日　6月4日㈯
 会　　場　飯田市公民館

会　　長 松 澤 盛 雄（高19回）
シナリオ作成 牧 内 雪 彦（中47回）

飯田ふるさと講談の会

高 15 回卒の皆さん
今年は定期総会の当番幹事です
定期総会は平成 23 年 6 月 19 日㈰

午後 1時 30 分開会

高１5回卒の皆さん、盛り上げて下さい

高15回卒　15日会会長
総会実行委員長
中田　教一

記念講演の講師は　前商工会議所会頭

演題は「会頭時代を振り返って」

〒399－2561 飯田市駄科 719－6
TEL 0265－26－9999

片桐歯科クリニック

琴伝流大正琴
代表取締役社長

（社）大正琴協会副理事長
（高 21 回）北 林 　豊

（本社） 〒399－4117 長野県駒ヶ根市赤穂 14－545
 TEL0265－81－7500 FAX0265－81－7400

（協会） 〒460－0011 愛知県名古屋市中区大須 3－8－20
 TEL052－263－9633 FAX052－263－3341

（高 24 回）木 下 伸 二司法書士
行政書士

〒395－0157 長野県飯田市大瀬木 4056 番地 1
TEL：0265－25－1525 FAX：0265－25－1220
E メール：shinji.kinoshita@nifty.com

木下司法書士事務所

（高 17 回）佐々木寿夫代表取締役
社　　　長

長野県飯田市松尾代田 1860－1  〒395－0812
TEL 0265（24）3111（代表）
FAX 0265（24）2747

Toshio Sasaki

（高 22 回）加 藤 仁 成院　長

〒395－0084　飯田市鈴加町 1－20
TEL 0265（22）1964

加藤（ 　）医院胃腸科
内　科

（高 9回）平 田 象 雄

〒920－0373　金沢市みどり 1－86
TEL 076－249－4363

北陸支部長

〒480－1103 長久手岩作権代 45－8
 TEL 0451（63）3262
 E-mail:sawatypp@hm10.aitai.ne.jp

JR横浜西口徒歩3分 予約制
℡045（317）1404  医師サポート&開発
yokohama-salon@ci-z.co.jp

熊 谷 葉 子（高43回）横浜店チーフ

（高 7 回）
西村清一医学博士

西村歯科医院
133-0065
東京都江戸川区南篠崎町2-45-28
TEL：03-3678-3345
FAX：03-3670-8238

皆様のご活躍と
故郷の旬な情報を
お届けします。

千代支部

母校の活躍と

同窓会の発展を祈る

この度の震災により
被害を受けられました皆様に
心からお見舞い申しあげます

飯田高等学校同窓会

有限会社

395－0004 長野県飯田市上郷黒田 2211
℡ 0265（23）0070 Fax 0265（24）0070

林　君夫 （高 ５）

林　英裕 （高 31）
会　長

社　長

今年もいいだ人形劇フェスタ
でお会いしましょう

人形劇団　ひとみ座
川崎市中原区井田 3－10－31
http://www.hitomiza.jp
松澤 文子 ( 高 22 回 )

高 14回（三七会）卒業 50周年　記念同窓会開催

実行委員長  蒲　　祐正（0265ｰ22ｰ3204）　事務局長  矢澤　英峰（0265ｰ23ｰ4574）

1.と　き 平成 23年 9月23日㈮ 祝 ・ 24日㈯
2.ところ 昼神温泉郷　湯元ホテル阿智川
3. 事  業 ①記念植樹　②会員作品展　③母校見学　④講演会　⑤記念式典　⑥祝賀会
 ⑦ふるさと巡り　⑧記念ゴルフコンペ　⑨平岩洋彦君絵画頒布　⑩記念誌発行

合唱団あかいし定期演奏会第3回
平成23年９月23日（金・祝）午後1時30分 飯田市公民館

♪♬♩…組曲「山に祈る」「信濃讃歌」「あしたのために」他… ♬♩♪ 

飯田高等学校同窓会合唱同好会長  中島正韶（高11） 0265（24）0135
  共演 ： 母校合唱班　・ 合唱団員と運営スタッフ大募集 ・ 

合唱団あかいし定期演奏会第3回

矢高眼科医院
矢高 真人 （高 30）
矢高 仰児 （中 44）

   午前９－12時   午後３－６時
 （木） 午前９－12時
 （土） 午前９－午後1時

ふるさとを語り、人生を語る

（高 4回）山 田 富 稔副支部長
〃
〃
〃

〃
〃

北 原 明 文（高7回）
湯 澤 角 雄（高11回）
林　　　千　穂（高15回）
佐々木　　　章（高18回）
久 米 義 輝（高22回）

普 世 芳 孝（高19回）支 部 長
片 桐 武 夫（高4回）顧 問長野支部

鼎学窓会（鼎支部）副会長
ふるさとを元気にし隊推進委員

鈴木武志（高５）

東日本大震災被災地
同窓生の奮起を望みます

高 17回生有志

きん でん りゅう

（高 16）院　長

℡0265-27-3311  Fax0265-27-2000
飯田市川路 4825（天竜峡）

市 瀬 武 彦

市瀬整形外科

（高17回）中 島 康 夫院　長
飯田市高羽町4（本町踏切右上150m）
TEL 0265－22－1187（イイハナ）

（ヨイミミ）
23-4133

愛知・岐阜・三重県にお住まいの同窓生

中京支部 へ結集下さい
お待ちしています！！

（高16回）澤 口 和 訓事務局
カズ クニ

5 月 7日㈯より新築開業します

395-0027 長野県飯田市馬場町2丁目 367
℡ 0265（22）0068　Fax 0265（22）8412

（コンタクトレンズ検査は要予約）
休診 (日曜・祝祭日）

診療（月）（火）（水）（金）

さん（高 15 回）宮 島 八 束

片 桐 信 親（高 22 回）
片　桐　さやか（高 49 回）歯 学 博 士

下 山 陽 香（高 51 回）歯 学 医 師

片　桐　飛　鳥（高 55 回）歯 学 医 師

片 桐 翔 治（高 58 回）学 生

理事長・歯学博士

このページはどなたでも応募できる同窓生交流の場です。奮ってご参加を！


